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日頃より埋蔵文化財の保護、活用に関しまして深いご理解 とご協力をいただき、厚 くお礼申し上げ

ます。延岡市教育委員会では、北方町上田下地区内に所在する埋蔵文化財調査を実施 しました。本書は、

その報告書です。

延岡市は宮崎県の北部に位置し、五ヶ瀬川水系の水力資源を利用 した県内最大級の電気化学工業集

積地 となっています。また、近世延岡藩の城下町としても繁栄を遂げ、教育文化・産業経済のけん引

役を担っています。

近年は、市民参加による「のべおか天下一薪能」、「城山か ぐらまつ り」などの開催をはじめ、九州

保健福祉大学の開学や国道 10号延岡道路及び国道 218号北方延岡道路の部分開通など大きな変革を

迎えています。さらに、市有面積 としては九州内で二番目の規模をもつ都市 となり、伝承芸能や農林

水産資源などが融合する活気あるまちづ くりに歩みだしているところです。

本書の刊行を通 しまして、地域の文化財に対する理解 と認識が、ますます深まってい くことを願 う

とともに、今回の成果が社会教育・学校教育等で広 く活用されれば幸いに存 じます。

最後になりましたが、事業の推進にあたってご協力をいただきました市民の皆様をはじめ、ご指導

ご助言をいただきました宮崎県教育委員会文化財課、新最終処分場建設室、笠下区など関係機関の皆

様に対し、こころより感謝申し上げます。

平成 23年 3月

延岡市教育委員会

教育長  町 田 訓 久



例 言

1。 本書は、平成 22年度上田下地区新最終処分場建設事業に伴い新最終処分場建設室の委託を受け

て実施 した埋蔵文化財発掘調査の報告書である。

2.調査は、延岡市教育委員会が主体 とな り、同文化課文化財係専門員 小野信彦、主任主事 尾方

農―が担当した。

3.本書に使用 した遺構 。遺物の実測 。トレース・図面作成は、発掘調査及び整理作業員の協力のも

と小野信彦、尾方農―が行なった。

4.現場及び遺物の写真撮影は、小野・尾方が行った。空中写真の撮影は、九州航空 (株)が行った。

5.方位は磁北を示 し、本書に使用 したレベルはすべて海抜高である。

6。 本書の執筆は小野・尾方が行い、編集は小野があたった。

7.本書で使用 した写真・図面については、延岡市教育委員会で保管 している。

8.出土遺物は、延岡市教育委員会にて保管 してお り、今後展示公開の予定である。
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挿図・表 。写真目次

番号 内  容 頁 番号 内  容 頁

1 上田下遺跡周辺航空写真 (南から) 6号竪穴住居跡出土遺物実測図② (S=1/3、 2/3)

2 延岡市北方町遺跡分布図 (S=1/100,000) 54 7号竪穴住居跡実測図 (S=1/40)
3 延岡市北方町遺跡一覧表 7号竪穴住居跡出土遺物実測図 (S=1/3、 2/3)

4 上田下遺跡周辺地形図 (S=1/20,000) 8号竪穴住居跡実測図 (S=1/40)
5 調査区位置図 (S=1/5,000) 7 8号竪穴住居跡出土遺物実測図 (S=1/3)
6 土層写真 (1-C区中央部 :南西より) 9号竪穴住居跡及出土遺物実測図① (S=1/3、 1/40)

7 土層図 (1-A区 西壁 :S=1/40) 9号竪穴住居跡出土遺物実測図② (S=1/3、 1/4)

8 土層図 (1-C区中央部 :S=1/40) 10号竪穴住居跡実測図 (S=1/40)
9 1区検出遺構一覧表 10号撃穴住居跡出土遺物実測図 (S=1/1、 1/3、 2/3)

自然科学分析一覧表 弥生・古墳時代出土遺物実測図① (S=1/3)
1区遺構配置図 (S=1/500) 11・ 12 弥生・古墳時代出土遺物実測図② (S=1/3)
1区空中写真 64 中 。近世出土遺物実測図 (S=1/3)
旧石器時代出土遺物実測図① (S=1/3) 14 1号土坑実測図 (S=1/40)
旧石器時代出土遺物実測図② (S=1/3) 2号 。3号土坑実測図 (S=1/20)
縄文時代早期集石遺構実測図 (S=1/20) 4号・ 5号土坑実測図 (S=1/20)
縄文時代早期出土遺物実測図 (S=1/3) 7号土坑実測図及出土遺物実測図 (S=1/3、 1/20)

縄文時代前期～後期出土遺物実測図 (S=1/3) 8号土坑実測図 (S=1/20)
縄文時代晩期 6号土坑実測図 (S=1/20) 1号不明遺構実測図及出土遺物実測図 (S=1/3、 1/20)

縄文時代晩期 9号土坑実測図 (S=1/20) 1号建物実測図 (S=1/40)
縄文時代晩期土坑内出上遺物実測図 (S=1/3) C区溝状遺構検出状況 (北 より)

縄文時代出土遺物(土器)実測図① (S=1/3) C区溝状遺構検出状況 (北 より)

縄文時代出土遺物(土器)実測図② (S=1/3) その他の出土遺物実測図① (S=1/3)
縄文時代出土遺物(土器)実測図③ (S=1/3) 24 その他の出土遺物実測図② (S=1/3)
縄文時代出土遺物 (上器)実測図④ (S=1/3) その他の出土遺物実測図③ (S=1/4)
縄文時代出土遺物(上器)実測図⑥ (S=1/3) 出土遺物観察表①

縄文時代出土遺物(上器)実測図⑥ (S=1/3) 出上遺物観察表②

縄文時代出土遺物(土器)実測図⑦ (S=1/3) 出土遺物観察表③

縄文時代出土遺物 (土器)実測図③ (S=1/3) 出土遺物観察表④

縄文時代出土遺物(土器)実測図③ (S=1/3) 出上遺物観察表⑤

縄文時代出上遺物(石器)実測図⑩ (S=1/3、 2/3) 出土遺物観察表⑥

縄文時代出土遺物 (石器)実測図① (S=1/3) 出土遺物観察表⑦

縄文時代出土遺物 (石器)実測図⑫ (S=V3) 出土遺物観察表③

縄文時代出土遺物(石器)実測図③ (S=1/3、 1/4) 34 上日下遺跡 2区調査区配置図 (S=1/800)
34 縄文時代出上遺物(石器)実測図⑭ (S=1/3) 上田下遺跡 3区調査区配置図 (S=V800)

縄文時代出土遺物 (石器)実測図⑮ (S=1/3) 上田下遺跡 4区調査区配置図 (S=1/800)

縄文時代出土遺物 (石器)実測図④ (S=1/3) 植物珪酸体化石組成表

縄文時代出上遺物(石器)実測図⑦ (S=1/3、 lμ ) 上田下遺跡 2～ 4区柱状図 (S=1/40)
1号竪穴住居跡実測図 (S=1/40) 上田下遺跡周辺航空写真(昭和 23年米軍撮影)

1号竪穴住居跡出土遺物実測図 (S=1/3) 40 発掘体験学習

40 出土遺物写真 (玉類) 40 土壌舗い作業

41 出土遺物写真 (鉄器類) 40 1号集石遺構 (北から)

42 2号竪穴住居跡及出土遠物実測図①(S=1/3、 lμ、lμO)) 41 2号集石遺構 (北から)

43 2号竪穴住居跡出土遺物実測図② (S=1/3、 2/3、 1/4) 42 1号竪穴住居跡 (北から)

44 3号竪穴住居跡及出土遺物実測図①(S=1/1、 1/3、 1/40) 43 2号竪穴住居跡 (北から)

45 4号竪穴住居跡実測図 (S=1/80) 44 3号竪穴住居跡 (南から)

46 4号竪穴住居跡出上遺物実測図① (S=1/3) 45 4号竪穴住居跡 (東から)

47 4号竪穴住居跡出土遺物実測図② (S=V3、 1/4) 46 5号竪穴住居跡 (東から)

48 4号竪穴住居跡出土遺物実測図③ (S=1/3、 1/4) 47 6号竪穴住居跡 (東から)

49 4号堅穴住居跡出土遺物実測図④ (S=1/1、 2/3) 48 7号竪穴住居跡 (西から)

5号竪穴住居跡及出土遺物実測図 (S=1/3、 1/m) 48 8号竪穴住居跡 (東から)

6号竪穴住居跡実測図 (S=1/40) 49 9号竪穴住居跡 (東から)

6号竪穴住居跡出土遺物実測図① (S=1/3) 10号竪穴住居跡 (西から)



番号 内  容 頁 番号 内  容 頁

1号土坑 (北から) 出土遺物写真 (288～ 300)

2号土坑 (東から) 出上遺物写真 (301～ 314)

3号土坑 (西から) 出土遺物写真 (315～ 327)

4号土坑 (西から) 出土遺物写真 (328～ 343)

5号上坑 (北東から) 出土遺物写真 (344～ 346)

6号上坑 (東から) 出土遺物写真 (347～ 355)

7号土坑 (南西から) 出土遺物写真 (356～ 363)

8号土坑 (東から) 出土遺物写真 (365～ 377)

9号土坑 (西から) 出土遺物写真 (378～ 385)

114 1号不明遺構 (北東から) 出土遺物写真 (394～ 402)

1号建物 (北東から) 出土遺物写真 (403～ 417)

出土遺物写真 (1～ 13) 140 出土遺物写真 (422～ 448)

出土遺物写真 (14～ 27) 141 出土遺物写真 (449～ 463) 94

出土遺物写真 (28～ 40) 142 出土遺物写真 (464～ 478)

出上遺物写真 (41～ 54) 143 出土遺物写真 (479～ 512) 94

出土遺物写真 (55～ 83) 144 出土遺物写真 (513～ 535) 94

出土遺物写真 (84～ 104) 145 出土遺物写真 (536～ 554) 94

出土遺物写真 (105～ 132) 146 出土遺物写真 (555～ 573) 94

出土遺物写真 (133～ 146) 147 出土遺物写真 (574～ 575) 94

124 出土遺物写真 (147～ 169) 148 遺物出土状況 (A区Ⅵ層 :北から) 94

125 出土遺物写真 (170～ 196) 149 上田下遺跡航空写真 (西から)

126 出土遺物写真 (197～ 229) 上田下遺跡2区空中写真

出土遺物写真 (230～ 265) 上田下遺跡3区空中写真

出土遺物写真 (266～ 287) 上国下遺跡 4区空中写真

.上田下遺跡周辺航空写真 (南から)



I.は じめに

1.調査に至る経緯

延岡市では、昭和 55年 5月 から供用を開始 した最終処分場の埋立て残余容量が残 り少なくなって

きたことから、新たに北方町笠下地区に新最終処分場建設事業を計画 し、工事予定地内の埋蔵文化財

についての照会を、平成 20年 2月 4日付けで延岡市教育委員会に行った。工事予定地内の確認調査

を行なった結果、遺跡 と判断された。その後協議を重ね、工事着手前に本調査を実施することになった。

本調査は平成 21年 8月 27日 から平成 22年 3月 31日 にかけて実施 し、引き続き整理作業を行った。

報告書作成作業は平成 22年 5月 24日 から実施 した。

2.調査の組織

調査の組織は、以下の通 りである。

調査主体 延岡市教育委員会

教育長 町田 訓久

教育部長     笠江 孝― (平成 21年度 )

甲斐 享博 (平成 22年度 )

文化課長     渡邊 博吏 (平成 21年度 )

大島紀世子 (平成 22年度 )

文化課課長補佐  大島紀世子 (平成 21年度 )

伊東  優 (平成 22年度 )

文化課文化財係長 山田  聡

庶務担当   文化課文化振興係主任主事 松岡 直子

調査担当   文化課文化財係専門員   小野 信彦

文化課文化財係主任主事  尾方 農一

調査指導   宮崎県文化財課

調査協力   宮崎県埋蔵文化財センター、宮崎県総合博物館、宮崎県立西都原

考古博物館、宮崎県市町村埋蔵文化財担当者及 び地元関係各位

3.位置と歴史的環境

上田下遺跡が所在する延岡市北方町は、宮崎県の北部に位置し、南は門川町・美郷町北郷区、西は

西臼杵郡 日之影町、北は大分県佐伯市 と境を接する。南部を九州山地に源を発する五ヶ瀬川が流れる。

北には 1,000m級 の大崩山・鬼の目山などの山々が連なる。五ヶ瀬川流域や曽木川流域には、阿蘇溶

結凝灰岩の台地や河岸段丘が発達 してお り、遺跡の大部分が集中する。

上田下遺跡の東には、昭和 44年 に南九州短期大学によって発掘調査が行われ半船底型細石核 と隆

帯上に爪形文を施 した土器が共伴 して出土 した岩土原遺跡がある。また、南には笠下 (ゴルフ場)遺

跡があリナイフ形石器や剥片尖頭器が出上 している。この外に、五ヶ瀬川上流にはAT層下位より石

核筆が出土 した矢野原遺跡がある。縄文時代では、矢野原遺跡、蔵田遺跡等で早期の押型文土器・集

石遺構が検出されている。前期では笠下下原遺跡で轟 B式上器・曽畑土器等が、中期では笠下下原遺

跡箸で船元式土器が出上 している。後期では菅原洞穴で鐘ヶ崎式上器等が、晩期では南久保山小堀町

遺跡で黒色磨研土器が出土 している。
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弥生時代では、昭和 28年に板付Ⅱ式上器 と思われる土器片が採集されて、宮崎大学に保管されて

いる。後期初頭には瀬戸内系土器の移入も見 られる。弥生時代終末期から古墳時代初頭にかけての竪

穴住居跡が、矢野原遺跡、打扇遺跡、蔵田遺跡、早日渡遺跡等で検出されている。

古墳時代では、後期の箱式石棺が殿上、矢野原、駄小屋、後曽木等で発見されている。昭和 12年

に県指定史跡 となった『北方村古墳』も、後期箱式石棺群の一つである。

古代では、速 日峰地区遺跡や南久保山小堀町遺跡箸で、若千の遺物が出上 している程度である。中

世になると、町内各地で六地蔵や五輪塔等が散見される。中世山城跡 として、蔵田城や仲畑城があるが、

笠下遺跡等では祭〒E遺構が検出され、備前焼のす り鉢や明銭等が出上 している。近世は延岡藩領 とな

り、木炭生産や鉱山開発が盛んに行われ、明治新政府へと引き継がれた。

江戸時代から明治期にかけて、北方地区では日平鉱山をはじめ猿渡鉱山、槙峰鉱山等の鉱山開発が

積極的に行われた。特に、三菱に経営権が移ってからの槙峰鉱山は、明治 33年 (1900)以降に発電

所建設や技術革新が積極的に行われ、格段の活況を呈 した。鉱山の賑わいは、北方地区の生活基盤の

底上げを行い、経済効果はもちろん文化面での影響も多大なものがあった。

昭和 42年 (1967)イこ鉱山が閉山すると産業構造も大 きく変化 し人口も大きく減少 した。 このため、

農林業の振興の他、国指定名勝である比叡山・矢筈岳や鹿川渓谷等の自然遺産や人工芝スキー場・風

力発電を備えた総合 レジャー施設 ETOラ ンド等の観光資源を活かした地域づ くりを積極的に推 し

進めている。

引用・参考文献

。田中茂『東臼杵郡北方村先史遺物地名録』北方村教育委員会 昭和 34年 (1959)

。田中茂『東臼杵郡北方村の古墳』北方村教育委員会 昭和 87年 (1962)

・鈴木重治 「本邦における土器起源に関する研究―岩土原遺跡の調査を中心に」

『南九州大学園芸学部研究報告』第 3号 。別刷 南九州大学園芸学部 昭和 45年 (1973)

。北方町史編纂委員会『北方町史』北方町役場 昭和 47年 (1972)

。角川書店『角川 日本地名大辞典』45宮崎県 昭和 61年 (1986)

・北方町教育委員会 「笠下遺跡」 F北方町文化財報告書 1ビ 昭和 61年 (1986)

・北方町文化財保護審議会『北方町の古跡を訪ねてピ 平成元年 (1989)

。宮崎県『宮崎県史』資料編考古 1 ぎょうせい 平成元年 (1989)

。宮崎県『宮崎県史』資料編考古 2 ぎょうせい 平成 5年 (1993)

・北方町教育委員会『榎峰鉱山史』 (1992)『宮崎県史』史料編近世 3 ぎょうせい 平成 4年

。宮崎県教育委員会 「打扇遺跡・早日渡遺跡・矢野原遺跡 。蔵田遺跡」『一般国道 218号線バイパス建

設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書』平成 7年 (1995)

・平凡社『宮崎県の地名」一日本歴史地名体系 46巻 平成 9年 (1997)

。北方町『日本唯一千支の町 北方町の文化財』 平成 10年 (1998)

。宮崎県教育委員会『宮崎県中近世城館跡緊急分布調査報告書 I』 平成 10年 (1998)

・宮崎県教育委員会『宮崎県中近世城館跡緊急分布調査報告書Ⅱ』 平成 ■ 年 (1999)

・北方町史第 2巻編纂委員会『北方町史第 2巻』北方町役場 平成 ■ 年 (1999)

・延岡市教育委員会『延岡市の文化財』 平成 13年 (2001)

・北方町教育委員会 「町内遺跡詳細分布調査報告書」『北方町文化財報告書』23 平成 16年 (2004)
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2.延岡市北方町遺跡分布図(S=1/100,000)
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番 号 名  称 所在 地 疱三  】」 時 代 偏  考

1 上癌 川 戻 の 内遺 切 :腹 ザII(東の 内 )申 散 布 地 一部 日之影 町 へ分 布 が広 が る

2 比叡 山 菅原未 国指定史跡 日之影 町矢 筈 仔 と合 わせ て指 足

3 菅原 洞 穴・ 菅 原 遺 lVI 菅原未 散 布 地・ 洞 穴還 跡 旧石器～中世 昭和41年南九州短大により調査

4 橿 峰遺 跡 慣峰未 散布地 鉱 山跡

5 美 々地 還 朋 美々地未 布 地 紹 支 ～ 中 世 中世山城の可能性

6 三 ヶ村 桑 の木 遺 跡 三ヶ村 (桑の木)午 散布地 備 前 焼 の す り鉢 と多 量 の古銭 が 出土

7 三 ヶ村 内 の 口遺 跡 ヶ村 ( え布地

8 上中尾遺跡 木 ( 散布地 中世 ～ 近 世 不日立竜5雇写と明α完2枚が 出■

9 大保 下 遺 跡 (大保下) え布地

石上遺跡 石上 ) 散布地 中世 ～近 世

itt r遺跡 (二股上)成 散布 地 中世 ～近 世

唐立遺跡 ) 散布地 中世～近世

き原遺跡 )成 散布 地 縄文 ～ 中世 平成 4年確認調査、一部消滅

屋形原遺跡 散布地 縄文～中世

見ヶ平 遺 跡 ヶ平)成 散布地 縄文 ～ 中世

小原遺跡 下 ( 集 落 跡 縄文～中世 平 成 5年確 認 調 査 、 一 部 消 減

藤 の木 桑 水 流 遺 跡 の 酉 集落跡 平 成 5年確 認 調査 、 一部 消 扱

尾払遺跡 改 布 地 中世～近世

入峡遺 跡 集落跡 一 部 消 滅

松舟遺跡 八峡 散 布 地 中 世 ～ ナ 世

椎畑遺跡 散布地 多 木 遺 跡 (旧名 )を 変 更

城遺 跡 早上 (城 ) 中世 山城 山城の大部分は削平されている

久保遺跡 早上 (久 散布地

荒 平遺 跡 (荒平)巳 散 布 地

打扇遺跡 早 巳 集落跡 旧石 器 ～近 世 平成 2年～ 12年調 査 、 一 部 保 存

早 日授 遺 跡 ユ落 跡 旧石 器 ～近 世 平成 2年～ 12年調査、一部保存

矢野原遺跡 ) 集落跡 旧石器～近世 平成 5年調 査 、 一 部 消 滅

蔵 田遺

"
と落 師 昭和 62年～平成 5年調査、一部消滅

蔵田城 中世 山城 中世 堀筆 が良 好 に残 る

駄 小屋 遺 跡 散布地 旧石 器 ～近 世

地山遺跡 )辰 散布地 縄文～近世 平成 9年調 査 、 一部 消 減

殿 上 遺 跡 の 散布地・石棺群 旧石器 ～ 近 世 石福 群 は消 顔

上崎地区遺跡 蔵 田 )Ft 集落 跡 旧石器～近世 平成 12年度～ 19年度まで調査、一部消滅

船 木 谷 遺 Tra 散布地 紹 マ ～ 析 廿

姻越遺跡 頻越子 改布 地 紹 支 ～ 五 世

川水流遺跡 IIズk 集落跡

東原 還 跡 水流 (東原) 文布 地 一部消滅

南久保山小堀町遺跡 集落跡 旧石器～近世 一部 消 械

十朗 ヶ尾 還 助 (十朗ヶ 〔布 地

柳瀬遺跡 木 子 散布地 縄文～近世

北久保 山遺 跡 散布地 一部消滅

猪渡遺跡 子 集落跡 縄文～近世 一部 消 滅

上畑 遺 跡 散布地 。中世山城 丙 百 競 争 時 に再 刑 用

仲畑城跡 子 中世 山城 中世 堀 冬 が残 る

仲 畑遺 泌 散布地

壱丁鐘遺跡 曽木 (壱 石福 群 古墳 県指定北方村古墳 1号墳

後 曽木 遺 Eal 散布地・石棺群 古 墳 県 指 定 北 方 村 古 墳 3号墳

笹原遺跡 曽木 (笹原)子 布 地 紹 支 ～ Л 世

荒谷遺跡 散布地

曽木 原 還 柳 (曽 木原)子 散布 地 旧石器 ～近 世 一詈酷 棚

深谷遺跡 散布地 旧石器～近世

古 城 這 肋 子 破 布 地 ・ 甲ば 凹 叛 一剤ツ肖J冠

中野遺跡 子 散布地 縄文～近世

二田遺 帥 散布地 縄文 ～近 世 一 部 消 親

権現原遺跡 田 丑 改布 地 縫文～近世 一 部 泊 楓

角 田遺 跡 田 散布地 。中世山城 上屋 敷 、 下屋 敷 、 坦 内 な どの地 名 が娠 る

角 田上 ノ涼 還 朋 角田 (上ノ 丑 改布 地 組 文 ～ 上 世

足鋼遺肋 散布地 縄文 ～近 世

下崎遺 切 (下崎)丑 文布 地

中山還跡 山 散布地 経 マ ～ 折 世 消 滅

上 田下 遠 跡 上田下) 散 布 地 一部消滅

岩土北平還跡 下 (岩土 散布地 旧石 器 ～ 近 世

岩 土原 還 柳 原)寅 〔布 地 旧石 器 ～近 世 昭和坐 年南九州短期大学により調査

64 笠下遺跡 散布地 縄文～近世 一 部 消 減

松尾原 遺 跡 散布地 旧石 器 ～近 世

ltFノ 木谷貴郎 笠 下 ノ ) 散 布 地 旧石器～近世 一部消滅

子木 原 遺 跡 散布地 旧石器 ～近 世

反 ノ越 遠 切 笠下 (炭ノ 散 布 地 十日石 器 ～ 近 世

笠下下原遺柳 ノ 集落跡 下原 は通 弥名

笠 下 黒泳 遠 切 下 (黒 改 布 地 一部消滅

笠下山口原還跡 下 (山 口 散布地 十日右 器 ～ 近 担

等 下 ゴル フ場 潰 跡 竿 下 (端 田 外 ) 賞 集 落 跡 石器 ～ 批 世

3.延岡市北方町遺跡一覧表
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Ⅱ.調査の内容

1.調査の概要

今回の新最終処分場建設事業に伴 う埋蔵文化財調査では、確認調査により遺構・遺物が確認された

1～ 4区の本調査を行った。 1区は標高 70～ 80mの台地上に位置し、縄文時代早期の集石遺構 2基、

縄文時代晩期の土坑 2基、弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴住居跡 10軒を検出した。また、時期

は不明であるが、溝状遺構、土坑、柱穴、焼土集中部をアカホヤ層上面等で検出した。

細長い谷部にあたる2区から4区は、1区 との比高差が 2区で 20m、 4区で 40mを測る。確認調

査でチャー ト製の剥片や砂岩製の礫器が出土 したが、本調査では例年以上の雨のために、調査区の壁

上の崩壊防止 と作業の安全を考慮 して、各区ともに面調査ではなくトレンチ調査を行った。

調査の結果、土器片が若千出土 したが、遺構の検出はなかった。磨耗 している土器片もあり、上部

からの流れ込みの可能性が強い。

2.基本層序

本遺跡 1区の基本層序は以下の通 りである。 2～ 4区については別項を参照されたい。 1区では、

調査対象区域の形状にほぼ合わせた形で更に1-A区 ～C区に設定 したが、いずれの調査区も耕作や

植林箸により大幅な地形の改変が行なわれてお り、遺構検出の目安 となるアカホヤ層がA区の南西側

と北東側、C区の西側に残るのみであった。A区では、 1号～ 3号竪穴住居跡の床面をX層 で、 5号

住居跡の床面をⅦ層で検出するなど、耕作による削平がかなりの深さまで達 している。C区の東側で

は、一部阿蘇溶結凝灰岩の風化土壌を検出しているが、五ヶ瀬川流域の阿蘇溶結凝灰岩台地の上では、

Ⅱ層 。V層を除いてほぼ以下の層序で安定 している。

上鹿川東の内遺跡や三ヶ村遺跡などの山問部や支流の上 。中流域では、阿蘇溶結凝灰岩関連の地層

が発達せずに、四万十帯の砂岩層あるいは花筒斑岩の上にアカホヤ層が直接雄積 し、その上部に黒色

土や薄い表上が見 られる。

I層 …表土層もしくは耕作土 (約 20 cm)

Ⅱ l層…埋土 (約 20～ 80 cm)畑地の整地用 (重機導入以降)

Ⅱ2層…埋土 (黄茶褐色土層 :約 30 cm)畑地の整地用 (重機導入以前)

Ⅱ3層…埋土 (暗茶褐色土層 :約 30 cln)畑 地の整地用 (重機導入以前)

Ⅲ層…茶褐色土層。パサつ く。一部を除き削平されている。

Ⅳ層…黒色土層。パサつ く。一部を除き削平されている。

Vl層…暗黄茶褐色土層。(約 20 cm)上面がやや硬 くしまるがそれ以外はパサツく。

縄文時代晩期の遺物に弥生～中 。近世の遺物が混 じって出土。

V2層…黄茶褐色土層。 (約 20 cm)パサつ く。Vl層 と質的には同じ層である。

Ⅵ層…アカホヤ層 (約 20 cm)

Ⅶ層…黒褐色土層 (約 20 cm)や や粘質。縄文時代早期の遺物が出上。

Ⅷ層…黄褐色土層 (約 20 cm)粘質。旧石器時代の遺物が出土よ矢野原遺跡では、AT層 までに

黒褐色土層や黄褐色土層が見られる。

Ⅸ層…AT層 (約 20 cm)
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X層 …黒褐色土層。 (約 20～ 50 cm)今回の調査では遺物の出土はなかった。3～ 5 cmの ブロック

状 を呈する。矢野原遺跡では県教育委員会が行 なった中位の埋上分析の結果、24,290±

680(22,340BoC)と いう数値が得 られている。

XI層…責掲色土層。粘質。小砂利を多 く含む。上部で石器が出土する遺跡の調査例が、県北地

域でも増えている。

3.1区の調査

調査の概要

1区 は、地形 と植栽状況を考慮 し、便宜上 3区分 して調査を行なった。比較的平坦な畑地であるA区、

その南側にある栗林のB区、A区の東側で杉林であるC区の 3調査区である。A区 との比高差は約 5

mである。A区では、耕作土を除去すると道路側でX層 が検出され、重機の爪跡が確認された。地形

は南側に向かって緩やかに傾斜 してお り、南西側 と北

東側 にアカホヤ層が残存 していた。Ⅷ層が露出してい

る部分を中心に トレンチ調査を行なったが数点の遺物

が出土するにとどまった。X層 。XI層 からの出土遺

物もなかった。A区の北東側ではⅦ層の露出が見 られ、

焼 けた礫がかな り密集 した状態で検出された。アカホ

ヤ層 を除去 して遺構検出を行なったところ、集石遺構

を 2基検出した。また、各層が露出している中で弥生

時代後期から古墳時代前期の堅穴住居跡を 6軒検出し

た。

I

H①
IV
X
�

L=81,300m

L=80.900m

L=81,300m

L=80.900m

L=80.500m

6.土層写真 (1-C区 中央部 :南西から)

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

Ｘ

7.土層図(1-A区 西壁 iS=1/40)
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L=77.612m

iⅡ ①

L=76.012m

L=75.012m

iH②

!ヽ1

Ⅶ

L=74.700m

Ⅱ①
II②

iV①
i VI

IⅦ
Ⅷ

L=74712m

L=73.712m

①
②

①

7号土坑

土層説明

①:責茶褐色土(かたくしまる。耕作土・ローム含む)

②:暗黄茶褐色土(パサつく。Ahブロック含む)

③:黄かっ色土(粘質。コーム含む)

H②
H③
炭化物集中

8.土層図 (1-C区 中央部 :S=1/40)

-9-



遺構名 頁 長軸 短軸 深 さ 出土遺物 備 考

1号集石遺構 16 1,23 0.45 0.26 な し 一部削平、段状の掘 り込み

2号集石遺情 16 (1.73) 0,7 0,12 な し 敷石を有する

1号竪穴住居跡 39 4.08 3.82 0.3 土器・石器 集中、浅い柱穴 1

2号竪穴住居跡 41 4.38 4.76 0.32 土器 。石器 。鉄器 集中、段状盛土、壁帯溝

3号竪穴住居跡 43 3.64 3.44 0.2 土器・管玉 南隅に土坑あり

4号竪穴住居跡 44 8,92 7.39 0.69 土器・石器・ガラス小玉・鉄器 張 り出し。入 り日状施設

5号竪穴住居跡 48 3.02 2.72 0,16 土器 柱穴不明

6号竪穴住居跡 49 3.66 3.22 0,66 土器・石器・鉄器

7号堅穴住居跡 52 (4.6) (3.88) (0.88) 土器・鉄器 床面のみの検出、柱穴不明

8号竪穴住居跡 54 4.1 2,76 0。52 土器 。石器 中央部分撹乱

9号竪穴住居跡 56 3.12 2.96 0.16 土器・石器 柱穴不明

10号堅穴住居跡 58 3.22 3.34 0,42 土器 。石器・鉄器 柱穴不明、炭・焼土集中部

1号土坑 63 2.68 0.78 0.32 な し 不定形、焼土が厚 く堆積

2号土坑 64 1.52 0,43 0。74 な し /Jヽ plt 4

3号土坑 64 0.69 0,16 な し 一部削平

4号土坑 65 0.8 0.53 0.27 な し 柱穴による撹乱

5号土坑 65 3.08 0,92 1,72 な し /Jヽ plt 3

6号土坑 19 1.96 0.86 0.29 土器 一部撹乱、縄文時代晩期

7号土坑 66 1.74 0.47 0.99 土器 (555) /Jヽ plt 4

8号土坑 67 0,98 0,36 加工石製品(5741575) 柱穴の両側に加工石製品、一部削平

9号土坑 20 1.64 0.45 0.92 土器 小 pit 4、 縄文時代晩期

1号不明遺構 68 0.36 0.26 0.84 土器・石器 柱穴を埋めている

1号建物 69 0.58 0,28 台石 (346) 硬化面 (床 ?)、 粘土塊

遺構名 Cl件代(y rBP± lσ ) lσ 暦年代範囲 2σ 暦年代範囲 炭 化 材

1号竪穴住居跡 925± 20 1,046AD(43.0%)1,094AD 1,037AD(43%)1,160AD

2号竪穴住居跡 1,785± 20 216AD(50,1%)259AD 208AD(54.4%)261AD ツバキ科ツバキ属

3号竪穴住居跡 1,785± 20 259AD(36.5%)297AD 255AD(95,4%)385AD

4号堅穴住居跡 3,085± 20 256AD(45,9%)305AD 244AD(90.0%)357AD

6号竪穴住居跡 1,770± 20 285AD(37.7%)323AD 213AD(94.6%)341AD

1号土坑 1,850± 20 129AD(45.4%)177AD 121AD(90,1%)235AD

2号土坑 950± 20 1,089AD(37.5%)1,122AD 1,066AD(67.7%)1,155AD ブナ科ヨナラ属アカガシ亜属

10.自 然化学分析一覧表

)は検出部分の計測値 単位はm

9.1区検出遺情一覧表
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B区では、栗の植林のためⅧ層 まで削平されていた。 3軒の竪穴住居跡を検出したが、木根による

撹乱の影響をかなり受けていた。南側斜面は傾斜がきつ く、アカホヤ層の堆積も良好ではない。表土

中より、各時代の遺物が出上 している。

C区でも、杉の植林のため東側半分はXI層 まで削平されていた。西側ではかろうじてⅥ層の削平

を免れてお り、Ⅶ層から縄文時代早期の遺物が出上 している。 しかし、A区で見 られるような焼け石

の集中的な出土は見 られず、遺物の出土量も多 くはない。

また、中央から南側に向かってⅥ層の風化土壌が発達 している。V層上面で縄文時代晩期の上坑を

2基検出し、粗製深鉢土器を始め多 くの遺物が出土 した。さらには、時期は不明であるが、溝状遺構、

土坑、柱穴、建物遺構、不明遺構、焼土集中部を検出した。清状遺構には各時代の遺物が混在 してお り、

不明遺構には古墳時代 と縄文時代の遺物が一緒に出土 している。建物遺構はV層を掘 り下げる途中で

柱穴列 と硬化面の一部を検出したが、上面で竪穴住居跡特有の掘 り込み面は確認 していない。砂岩製

の台石 と粘土塊を検出しているが柱穴列及び硬化面 との関連は不明である。

遺構 と遺物

1区では、縄文時代早期の集石遺構 2基、縄文時代晩期の土坑 2基、弥生時代後期～古墳時代前期

の竪穴住居跡 10軒を検出した。また、時期は不明であるが、清状遺構、土坑、柱穴、焼土集中部を

アカホヤ層上面で検出した。

遺物では、旧石器時代の石核や剥片、縄文時代早期及び後期・晩期の石器 。土器が出上 した。弥生

時代後期～古墳時代前期では、壺・甕・高杯・打製石包丁・管玉 。鉄鏃・須恵器等が出土 している。

また、中 。近世では陶磁器が、時期は特定できないが土錘・石錘等も出上している。

12.1区空中写真

-13-



旧石器時代

主にⅧ層上面から出上 しているが、量的には多 くない。一部 トレンチを掘 り下げ白斑ローム下位 ま

で掘 り下げたが、遺物・遺物の検出はなかった。一部包含層を除けば、縄文時代晩期の遺物を多 く含

むⅦ層からの出土や竪穴住居跡内からの出土例も見 られる。

使用痕剥片 (1・ 3～ 5。 12)、 加工を有する剥片 (2)、 スクレイパー (6～ 8・ 13)、 礫器 (9)、

石核 (10・ 11)が 出上 している。石材にはホルンフェルス (4・ 9・ 13)と 流紋岩 (そ れ以外)

を利用 している。礫器 と石核以外の剥片素材の石器では、縦長剥片素材の利用は少なく (3・ 4)、

打面調整も 3と 12を除いて見 られない。また、受熱石器 と思われるもの (4)や若千のローリング

を受けているもの (12)が ある。

縄文時代早期

アカホヤ層の堆積は良好であるが、検出した遺構は集石遺構の 2基のみにとどまった。1-A区 で

一部焼礫の集中が見 られたが、遺物の出土量は多 くない。他地区では、焼けた砂岩礫やチャー ト製の

剥片など若千見 られる程度である。

集石遺構からの出土遺物はない。

1号集石遺構は、砂岩の礫が比較的まとまって検出され、掘 り込みもしっか りしている。浅い段が

つき二段掘 り状になっている。敷石が見 られる。

2号集石遺構は、礫は散漫に広が り掘 り込みも浅い。一部削平を受けている。

出土遺物では、石鏃 (14～ 18)、 尖頭状石器 (19)、 スクレイパー (20)、 礫器 (21)、 敲

打器 (22)、 楕円押型文土器 (23)、 貝殻押引文円筒土器 (24～ 27)洵ミ出上 している。石鏃で

は剥片の剥離面を残 したまま周縁を粗 く加工したもの (16)や鍬形鏃 (17・ 18)が 出上 している。

また、黒曜石製の尖頭状石器は出土例が少なく貴重である。

―
警袋    -0-も ぐ

-         2

△

13.旧石器時代出土遺物実測図①(S=1/3)

7

o                        10cm
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14.旧石器時代出土遺物実測図②(S=1/3)
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縄文時代前期 。縄文時代後期

北方地域では、この時期の遺構は検出されていない。遺物も縄文時代晩期の遺物中に混入 して出土

している状況である。

縄文時代前期の遺物 としては、貝殻条痕文土器 (28)、 轟 B式土器 と思われる貝殻条痕文にミミ

ズバレ状の突帯を貼 り付ける土器 (29・ 32)が 出土している。

縄文時代中期の遺物は出上 していない。

縄文時代後期の遺物 としては、西平系の磨消縄文土器 (30～ 31・ 33～ 34)、 口縁部がゃゃ

内湾 し沈線施文や貝殻 ミガキによる調整が施される南九州系土器 (35・ 37～ 40)が 出土している。

勲

L=80200m

2号集石遺構

9   ,  争

15.縄文時代早期集石遺情実測図(S=1/20)
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縄文時代晩期

今回の調査において縄文時代晩期の遺構 としては、C区で土坑 2基を検出した。遺物では、アカホ

ヤ層の風化土壌 と思われるV層 から数多 くの粗製深鉢土器出上 しているが、精製浅鉢土器は少ない。

石器では、石鏃、石匙、使用痕剥片、スクレイパー、石錐、加工を有する石器、礫器、石余 (磨製、

局部磨製、扁平打製 )、 石鎌、磨石、敲石、台石等が出土している。

6号土坑は長軸 1,96m、 短軸 0,86mの 長楕円形を呈 し、検出面から床面まで 0.29mを 測る。

一部撹乱を受けている。出土遺物には粗製深鉢土器 (41～ 46)及 び精製浅鉢土器 (47・ 48)

がある。床面は平坦でなく、硬化面は見 られない。

9号土坑は 1.64m、 短軸 0,45mの 四隅が丸い長方形を呈 し、検出面から床面 まで 0。 92m

を測る。底面には逆茂木痕 と思われる小柱穴が 4個掘 られている。この内、中央の 2個は並列する。

出土遺物には粗製深鉢土器 (49・ 50・ 54)及 び精製浅鉢土器 (51～ 53)が ある。落 とし穴

と思われる。底面に小柱穴が 3～ 4個掘 られている同様の上坑が他に3基検出されたが、明確に当該

期の遺構 ととらえることができないと判断して別項で取 り扱 うこととする。

粗製深鉢土器は大まかに次のように分類 した。大半は C区のV層からの出土であり、各分類が明確

なレベル差を表すものではない。

I類…裏面にはまれに沈線が見 られるが、外面に突帯等の文様が見 られないもの (55～ 90)

Ⅱ類… I類の外面にミミズバレ状の低い突帯がつ くもの (91～ 126)

中判
嬢
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17.縄文時代前期～後期出土遺物実測図(S=1/3)
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Ⅲ類一口唇もしくは日唇下部に沈線を施すもの (127～ 147)沈 線下部が盛 り上がり突帯状に

なったものも含むが、突帯の途中を円文状にするものも見受けられる。(141～ 147)
Ⅳ類一口縁部外面の下部を肥厚させて口縁帯を形成するものである。断面が三角形状 。四角形状・

台形状・半円形になるものなどさまざまなバ リエーションが見 られる。突帯の厚みもさまざ

まである。(148～ 214)
V類…底部。(215～ 229)上 げ底あるいは高台的な底部が平底よりも出土例が多い。

精製浅鉢土器は、粗製深鉢土器に比べて出土量が少ない。また、底部では 1点 (265)が 確認で

きたのみである。内外面 ともに丁寧に研磨されている。文様は沈線を内面もしくは外面の口唇下部に

1本程度施すものがほとんどで、まれに複数本 (230～ 233)施 文するものもあるが、施文され

ないものも多 く見受けられる。

L=74.400m
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土層説明

①:黒褐色土(パサつく)

②:ア カホヤ層のブロック

⑥:暗茶褐色土(パサつく)

④:茶褐色土(パサつく、炭。焼上含む)

⑤A:黄茶褐色土(パサつく、炭・焼土・

L〓74.000m    口~ム・アカホヤ含む)

⑥B:黄茶褐色土(パサつく、炭。焼土・

ローム・アカホヤ含む)

18.縄文時代晩期6号土坑実測図 (S=1/20)
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比較的小破片が多い。また、鉢 (263)や椀 (264)も 僅かながら出土している。

ここでは、出土した口縁部と頭部 。底部をできるだけ取 り上げた。237～ 239は比較的大型の

破片で、口縁端部外側直下に明瞭な沈線をもち、同じく内側には不明瞭な沈線がある。比較的長い口

頭部が外側に反って肩部で強く稜をなし、胴部が浅い形態である。 241と 245は短い口頚部に丸

くおさめられた口縁部の組み合わせである。 241は 245に比べ内側部分が先鋭化している。口縁

土層説明

①:責茶褐色土(バサつく、炭,焼土・ローム含む)

②:黄褐色粘質とのプロック

③:黒褐色土(パサつく、炭が集中)

④:茶獨色上(パサつく、焼とが集中)

⑤:責褐色上(パサつく、炭・焼土含む、硬くし

まる部分有)

L=7?.400m

Ｅ

０
０
Ｎ
．Ｎ
卜
＝
コ

９
§
〇

QD

今 o
す ____ノ

19.縄文時代晩期 9号土坑実測図(S=1/20)
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部のみでの出土であるが、日縁部の下位はゆるい稜をなして浅鉢状を呈する形態になると思われる。

250は 、口縁部に見 られるヒレ状突起の一部 と思われる。

石器

石器では、V層中から石鏃、石匙、使用痕剥片、スクレイパー、石錐、加工を有する石器、礫器、

石余 (磨製、局部磨製、扁平打製 )、 石鎌、磨石、敲石、台石等が出土 している。上器 と違って明確

な時期決定が難 しい。

266～ 274は 石鏃である。石材のほとんどがチャー ト製であるが、まれに姫島産黒曜石の利用

が認められる。(267・ 268)
275は 黒曜石を使用 した使用痕剥片であるが、黒曜石の産地については不明である。

276は チャー ト製の石匙である。ツマミ部の加工は粗い。

277は チャー ト製の石錐である。先端部が欠損 している。

278・ 279・ 284は 使用痕剥片である。 279の 片面は丁寧に研磨されてお り、あるいは磨

製石器の欠損品を転用 したものとも考えられる。

280～ 283・ 285は スクレイパーである。 282に は鋸歯状の加工が見 られる。 283に は
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20,縄文時代晩期土坑内出土遺物実測図(S=1/3)
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弧部に微細な刃部整形加工が見 られる。その他の石器の加工は粗い。

286～ 287は 加工を有する剥片である。細長い礫の片面に丁寧な加工が施される。もう片面は

自然面で下部を欠損 している。石余箸の未製品とも考えられる。 287の 一側縁には丁寧な加工が施

されている。片面には自然面が残る。何 らかの石器の未製品か、石器の欠損品もしくは再利用品では

ないかと考えられる。

288～ 291は 礫器である。 288・ 289・ 291に は一側縁には粗い加工が施され、微細な

使用痕も認められる。 290に は敲打痕が残る。

292～ 308は 石斧、 309～ 314は 扁平打製石斧である。 294・ 296～ 297は 一部に

磨痕が残る局部磨製石余である。 298～ 301に は敲打痕や研磨痕が見 られる。 302に は側面に

丁寧な研磨痕が残る。 303に は全面に粗い剥離痕が施され、一部研磨が見 られる。 304は 片面に

剥離痕が、半面には敲打痕 と研磨痕が見 られる。 305は 欠損品であるが、片面に丁寧な敲打調整が
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27.縄文時代出土遺物(土器)実測図⑦(S=1/3)
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施される。 306に は側面に柄の装着 との関連を窺わせる大 きな剥離痕がある。刃部には微細な剥離

痕が残る。 307の 基部には丁寧な研磨が施されている。 308は 刃部を欠損 しているが、全面に丁

寧な敲打調整が施される。一部磨痕も認められる。

扁平打製石斧では、有肩タイプのものは出土せず、やや撥型のもの (309。 310)、 上・下端

幅のあまり変わらない短冊形様のもの (311～ 313)、 やや異形を呈するもの (314)が ある。

短冊形様のものには、片面に自然面の未加工を験すものがある。 314は 撥型の欠損部を加工 しなお

して再利用 したものと思われる。 315も 同様に短冊形様の両端の欠損品を加工 して再利用 した石器

と思われる。

316は 石鎌 と思われる石器である。片面に自然面が残 り、刃部には細かい加工が、背部には粗い

加工が施される。 317～ 324は 砂岩製の剥片の一部に加工を施 した石器である。刃部 として使用

したと思われる部分には使用痕 と思われる刃こばれが認められる。片面に自然面を残す石器が多い。

今回の調査では、磨石、叩石等の敲打器の出土例 も多い。(325～ 346)山 間部での植物性蛋

自の政得を目的とした生活の一端を垣間見るようで興味深い。

325は 小型の自然礫を磨ったものである。 326・ 327は 自然面を残 しながらも細かい剥離で

形を整えたものである。 326は 両端に敲打痕が残る。 327は 一端 と側面の一部に敲打痕が見 られ

るが敲打痕や磨痕は見 られない。 328と 329は 棒状の礫の端部に敲打痕が認められる。 330の
一端には打撃による剥離が見 られる。 331と 332は 半損礫を利用 し、自然面側の一端に打痕が残

1 /

M′

218

217

28.縄文時代出土遺物(土器)実測図③(S=1/3)
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29.縄文時代出土遺物(土器)実測図③(S=1/3)
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る。 331は 受熱のためか赤変 して、もろくなっている。使用痕は顕著に残る。 333は 使用時の衝

撃のためか 1/3を欠損 している。端部だけでなく側面の縁部分にも使用痕が見 られる。 334は 洋

ナシ型の礫を使用 した叩き石で、端部には顕著な剥離痕が見 られる。反対側の端部 と側面には敲打痕

がある。受熱による風化が顕著である。 335に は両面に磨痕が、側面に敲打痕が見 られる。 336

には磨痕はなく敲打痕が側面にみられる。 337に は端部 と側縁には丁寧な敲打痕が残るが、両面は

自然面のままである。 338は 側縁の一部にのみ敲打痕が見 られる。 339と 340に は礫の両端 と

側縁部に敲打痕が残る。 341に は片面 と両端部に敲打痕が残る。 342は 336の タイプが分割礫

となったものである。 343・ 344は 両面を丁寧に磨 き、側面にはあまり敲打痕が見 られないタイ

1

会  劉

睡 涵
=軍
三茎密雲霊詈ミ建壷姿ぅ    285

30.縄文時代出土遺物(石器)実測図①(S=1/3、 2/3)
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344は 半分が欠損 しているが、割 り面の縁にも利用の後が見 られる。 345は 両面を丁寧に磨き

側返全周に敲打痕が残るタイプである。 346は 、 1-C区 のV層中より出上 した砂岩製の台石であ

る。顕著な敲打痕・磨痕はみられない。

石材は、石鏃や剥片石器ではまれに姫島産等の黒曜石が利用されているが、ほとんどがチャー トや

頁岩、安山岩、ホルンフェルス、緑色岩等五ヶ瀬川の転礫が利用されている。石余では凝灰岩、砂岩、

ホルンフェルスが利用されているが、扁平打製石斧ではほとんど砂岩を利用 している。この砂岩の剥

片を利用 した石器も多いが、多 くの石器には片面に自然面を残 している。敲打器には砂岩が多用され、

凝灰岩やホルンフェルス、花南斑岩も利用されている。

⇔ (〔

:::::::::::::::,'″

         289

31.縄文時代出土遺物(石器)実測図①(S=1/3)
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32.縄文時代出土遺物(石器)実測図②(S=1/3)
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弥生・古墳時代

この時期の遺構 としては竪穴住居跡が 10軒確認された。 1-A区 で 6軒、 B区で 3軒、C区で 1

軒 となっている。竪穴住居跡内から出土 した遺物から時期 としてはほぼ古墳時代前期に営まれたもの

と考える。竪穴住居跡間には重複関係は認められなかった。

この他の遺構 としては、土坑や柱穴も検出されたが、当該期の遺物が主体的にでないことやC区で

は中・近世の遺物も同レベル・同一層中から出上 しているため弥生・古墳時代のものと特定すること

ができない。

303
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33.縄文時代出土遺物(石器)実測図○(S=1/3、 1/4)
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34.縄文時代出土遺物(石器)実測図⑭(S=1/3)
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37`縄文時代出土遺物(石器)実測図〇(S=1/3、 1/4)

また、遺物のほとんどがC区のV層中から出土し、A区・ B区では竪穴住居跡以外からはほとんど

出土していない。弥生時代後期から古墳時代の遺物については、分離することが困難なものが多いの

で別項でまとめて述べる。遺物のほとんどは土器で、須恵器も若干出土している。

C区では、V層 を掘 り下げる段階で床面と思われる硬化面と柱穴を検出したが、覆土は確認できな

かった。同レベルで台石 (346)が出上しているが、焼上の集中部は確認できていない。また、南

東部分の硬化面は削平により不明である。出土遺物も縄文時代晩期の遺物との混在が見られ明確に当

該期の遺構と判断できなかったため、別項で建物遺構として取り扱っている。

-38-



1号竪穴住居跡

平面形は隅丸方形でピットを 1つ と床面直上で炭化物集中部を検出した。長軸は4.08m、 短軸

は3.82mを 測 り、検出面から床面までは0.3mである。床面はほぽ平坦で、出土遺物には高杯の

脚 との接合部を埋める部品 (347)、 椀 (348)、 壺 (349・ 351)、 鉢 (350)、 砂岩製の

磨石 (352)、 不明鉄器 (353)の 基部がある。遺物量は少なく、覆上には耕作上が混 じる。

炭化物の分析を行なった結果、 1,037AD～ 1,160ADの 値がでている。木根等による撹乱の

影響も考えられる。

2号竪穴住居跡

平面形は細長い台形上を呈す。ピットは確認できなかった。中央部分が床面よりやや盛 り上がり、

南側にやや寄ったところに焼土 と災化物の集中部が見 られる。長軸は4,76m、 短軸は上底部分 3.

ヽ

＼

悼

＼

、

＼

Ｅ
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ゆ
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∽
＝
コ

炭化物集中部

①:暗茶褐色土(バサつく、炭・焼土。ローム含む)

②:暗責茶褐色土(やや粘質、炭・焼土・刈冒ブロック含む) L=80.500m

0          1m

38.1号竪穴住居跡実測図(S=1/40)
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m 352

39.1号竪穴住居跡出土遺物実測図(S=1/3)

76m、 下底部分 4.38mを 測 り、検出面から床面までは0.32mで ある。貼床が認められる。床

面はほぼ平坦であるが、床面上部にX層 が露出しているためか凸凹した部分をローム層で塞いでいる

状況である。出土遺物には甕 (354・ 355)、 砂岩製の砥石 (356・ 357)、 頁岩製の不明石

器 (358)、 錐状鉄器 (353)、 不明鉄器 (360・ 361)が ある。 358は 側面に磨痕があり

砥石 としての機能も考えられる。錐状鉄器は勾玉などの穿孔に使われた可能性が高い。

炭化物の分析を行なった結果、208AD～ 261ADの 値がでている。また、炭化材は分析の結果、

ツバキ科ツバキ属 と同定されている。用途は不明である。

3号竪穴住居跡

平面形は隅丸方形で中央部に炭化物や焼土の集中部が秋在する。 ピットは検出されず、南側の隅に

土坑が掘 られ壼底部 (362・ 363)が 出土 している。長軸は3.64m、 短軸は3.44mを 測 り、

検出面から床面 までは北東側の斜面上部で 0.2mである。南西側の斜面下部では覆土の状態からか
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0    357

43.2号竪穴住居跡出土遺物実測図②(S=1/8、 2/3、 1脚 )

ろうじて床面の立ち上がりを確認した。床面はほぽ平坦で、出土還物には、東側の壁際で凝灰岩製の

管玉が出土している程度である。炭化物の分析を行なった結果、244AD～ 357ADの値がでて

いる。

4号住居跡

8.92m× 7,93mの長方形を塁し、検出面―から床面までは0,69mを測る。床面は平坦で、

貼床が見られる。主柱穴は4本で、中央に lヶ所、南東と北西の柱―穴の横にさらに1つずつ柱穴が掘

られる。当遺跡で検出した他の竪穴住居跡の柱穴を比べると、規模も関係すると思われるがヽ数も多

くしっかりとしている。

中央の柱穴の北側にはかなり広範囲に焼土及|び炭化物の集中が見られたが、 5 cm程度の堆積層が床

面上に見られのみで上坑状の掘り込みはなかった。中央の柱穴の南側にはやや楕円形を呈する浅い土

坑を検出したぶ―焼土や炭化物は検出されず、土坑の南側にほぼ同規模の焼上の集中が見ら―れた。1ヒ

側の焼上の集中部と同様に土坑状の掘り込みは見られなかった。北側の焼土集中部より出上した炭化

物の分析を行なった結果、244AD～ 357ADの値がでている。

北側の壁際で小ピットが確認された。近くには棚状の張つ出しが確認され、何らかの関連も伺われ

る。棚状の張り出し部からは土器片が若千出上したのみである。
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44.3号竪穴住居跡及出土遺物実測図①(S=1/1、 1/3、 1/40)

西側の張 り出しの規模は、北側の張 り出しとほぼ同規模であるが、床面に近い位置で段が形成され

るため、入 り口状施設 と推察される。床面は平坦で北側の張 り出し状遺構に比べかなり硬 くしまって

いる。東側の壁際には、入 り口状施設 と同レベルで狭い段を検出したが、中央から北側部分は確認で

きなかった。入 り口状施設 との関連については不明である。

出土遺物には、甕 (365。 366)、 壺 (367～ 369・ 371)、 緑色岩の石核 (370)、
砂岩製の敲打器 (372)、 砂岩製の叩石 (373・ 374)、 頁岩製の砥石 (375・ 376)、 凝

灰岩製の磨石 (377)、 鉄分が付着 した砂岩製の敲打器 (378)、 砂岩製の磨石 (379・ 380)、

荒割 した砂岩礫の角部分に敲打痕を施す石器 (381～ 383)、 細長い砂岩礫の八面をす り面 とと
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◎ 炭、焼土集中部 0 9

①:明茶掲色土(パサつく、炭・焼土含む)

②:晴茶褐色■(パサつく、炭・焼土含tF)

③:黄茶褐色土(やや粘質、炭。焼土含む)

④:明黒褐色土(粘質、炭・焼土含む)

⑥:暗責茶褐色土(やや粘質、炭・焼土・Ⅷ層ブロック含む)

45.4号竪穴住居跡実測図 (S=1/80)
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焼土集中部
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47.4号竪穴住居跡出土遺物実測図②(S=1/3、 1/4)
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48.4号竪穴住居跡出土遺物実測図③(S=1/3、 1/4)
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49.4号竪穴住居跡出土遺物実測図④(S=1/1、 2/3)

して使用し一端には丁寧な敲打痕が見られる石器 (385)、 ガラス小玉 (386・ 387)、 圭頭鏃

(388)、 刀子 (389)、 短剣の先端部分に鉄鏃がくっついたもの (390)、 柳葉鏃 (392)、

不明鉄器 (391・ 393)が ある。焼土やしっかりした柱穴、棚状遺構あるいは鉄器や石器箸の出

土遺物から工房的施設を髪素とさせる。

5号竪穴住居跡

平面形は方形でピット・焼土集中部等は検出していない。長軸は3.02m、 短軸は2,72mを測 り、

検出面から床面までは0.16mである。床面はほぼ平坦で、出土遺物は少なく、壷 (394)等 が
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土層説明

①:暗茶褐色土(パサつく、炭・焼土・Ahプロック含む)

②:明黒褐色土(やや粘質、炭・焼土含む)

LE82.000m

9 1 lm(1/40ュ
②

50.5号竪穴住居跡及出土遺物実測図(S=1/3、 1/40)
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若千出上 しているのみである。床面はⅦ層で縄文時代早期の遺物や焼けた礫が散在するためか貼床は

見られない。

6号竪穴住居跡

平面形は隅丸方形で内部にピットを 5つ と外面に 2つのピットを検出した。長軸は3,66m、 短

軸は3.22mの 比較的小ぶ りながら、検出面から床面までは0.66mを 測る。床面はほぼ平坦で、

貼床が見 られる。

また、南側の壁中央の上位 と北西隅下位に狭い段が見 られる。東側の壁際には災化物及び焼上の集

中部を検出した。土坑状に浅 くくばむ。

出土遺物では他の竪穴住居跡に比べ量・質 ともに土器類が充実 し、甕 (395～ 396、 398～

396、 398～ 400)壷 (394・ 897・ 401～ 405・ 407～ 411)、 鉢 (406)、

高杯 (412・ 413)、 椀 (414)等 が出上 している。その他、頁岩製砥石 (415・ 416)

や砂岩礫 (417)、 錐状鉄器 (421)や 不明鉄器 (418～ 420)が 出土 している。高杯の脚

の一部が 7号住居跡の高杯の脚 (437)と 接合 している。

炭化物の分析を行なった結果、 213AD～ 341ADの 値がでている。

③

土層説明

①:暗茶褐色土
1官
ヨ

L〓 80.000m

(ややパサつく、炭・焼土・Ahブロック含む)

②:暗責茶褐色土(硬 くしまる、災・焼土含む)

③:黄褐色土(ややしまる、炭・焼土・コーム含む)

④:黒褐色土(粘質、炭・焼土・Ⅷ層ブロック含む)

0                   1rn

51.6号竪穴住居跡実測図(S=1/40)
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7号竪穴住居跡

7号～ 9号竪穴住居跡が検出されたB区 は、調査前は栗林 となっていた。表土直下にはⅥ層が検出

されている。栗の植栽時に地形を大 きく改変 したものと思われる。 このためか、伐開後に表上を重機

で除去 した残土中より結晶片岩製の勾玉が表採されている。

7号竪穴住居跡の正確な平面形は撹乱のため不明であるが、隅丸方形になるものと思われる。柱穴

は不明であるが、中央やや西側で楕円形の浅い土坑を検出した。長軸は床面での計測になるが4.6m、

短軸で 3.88mを 測る。検出面から床面までは0.08mを 測るがほとんどは床面での検出である。

床面はほぼ平坦で、貼床が見 られる。出土遺物では壺 (422～ 429、 435～ 436)、 養 (430

～ 434)、 高杯 (437… 6号住居跡の高杯の脚 と接合する。)、 ヤリガンナ (438)が 出上 して

いる。 この他、縄文時代晩期 の精製浅鉢土器 (439・ 440)及 び粗製深鉢土器 (441・

442)が 出上 している。

～半ペ ィャャ⌒ ど_ォ_____.
/

ヽ

Ｅ
０
０
∞
．Ｏ
ド
＝
コヽ

ヽ
４

１

１

１

１

１

１

１

１

１

キ

ー

ー

ー

‐
‐

Ｉ

乱

琳

Ⅲ

腑

１ １ １

隠

酎

キ ーー

酬

Ⅵ

ｉ ｌ

‐

ｉ

‐

ｉ
・

|｀

・ ~ /
~・~~/L=80.566m
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8号竪1穴住居跡

8号竪穴住居跡も正確な平面形は撹乱のため不明であるが、隅丸方形になるものと思われる。柱穴・

土坑等は検出されなかった。中央部分が栗の根及び堆肥孔により大きく撹乱を受けている。長軸は

4.lm、 短軸は床面での計測になるが2.76mを測る。検出面から床面までは 0。 32mを測るが

北側は撹乱のため床面での検出である。

床面はほぼ平坦で、貼床が見られる。出土遺物に上器はなく、頁岩製の砥石 (443)、 砂岩製の

石錘 (444)と 砥石 (445)力 S出土している。この他、縄文時代晩期の粗製深鉢土器 (446)
及び精製浅鉢土器 (447・ 448)が 出上している。

/″

L=81.461m

①:茶土褐色土(パサつく、炭・焼土含む)

②:黄茶褐色土(パサつく、炭■焼土t Ahプ ロック含む)

③:黄褐色土(やや雅質、炭・焼と,コ ーム含む)

Ｅ
す
０
ぐ
．
一
ω
＝
コ

56.8号竪穴住居跡実測図(S=1/40)
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9                       109m

57.8号竪穴住居跡出土遺物実測図(S=1/3)

9号堅穴住居跡

平面形は隅丸方形になるものと思われる。柱穴・土坑等は検出されなかった。一部撹乱により床面

のみの検出となっている。長軸は 3.12m、 短軸は2,96mを 測 る。検出面から床面 までは0.

16mを測る。床面はほぼ平坦で、貼床が見 られる。出土遺物には甕 (449～ 453)、高杯 (454)、

一部に若千の敲打痕が確認される砂岩製の小礫 (457・ 458)、 頁岩製のヘラ状石器 (459)、

細長い砂岩製の板状礫の一端に打痕が認められる石器 (460)、 扁平な砂岩礫の一端を打ち欠いて

先鋭化させた礫器 (461)、 一部に磨痕が見 られる礫岩製の不明石器 (462)、 花南斑岩製の台石

の残欠 (463)が 出上 している。この他、縄文時代晩期の精製浅鉢土器 (455。 456)洵ミ出土

している。 460と 462は 受熱のため赤変 している。 463に は明確な研磨は確認できない。

10号堅穴住居跡

平面形は一部隅丸方形を呈す。柱穴は検出されなかった。南東隅にやや楕円形の浅い土坑を検出し

た。炭 。焼土が集中する。中央部にも炭・焼上の集中部が見 られるが掘 りこみはなく、浅 く堆積する

程度である。長軸は3.34m、 短軸は3.22mを 測る。検出面から床面までは0,42mを 測るが、

ａ
ｎ
″
″
打

，

一一彎基．醒一綸「「ャβ叫４４６

導:警

-55-



==二
f===室ゴ多多デ`

″

/

lr

♀ 1 lm年たの

響篭フ
455

0  458

9                     10Cm (1/3)

ド照

―③―③―
(〔3)― (〔3)

(〔
::,〉

  457456

58.9号竪穴住居跡及出土遺物実測図①(S=1/3、 1/40)

451

-56-



恥
キ
ー
ヽ
瑶

５９４

蔵
闊
闇
蠅
暉
メ

一

〇

一

綴
圏

麒

脚

髄

＼

59.9号竪穴住居跡出土遺物実測図②(S=1/3、 lμ )

式
颯

鞘
ｌｆ
横
Ｈ
＝

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

”
Ｗ
酎
Ｗ
ｉ‐、
「

／

＼

ゝ

‐

ム　　　　　　＼

＼
　
　
＼

／
／、川
町
チ
ｒ

ｒ　　　ヽ
　　　　く＼

―

‐

‐

ｒｉ
ｌ
ｌ
ヽ
１
キ
、
＼
）

-57-

(1/3)



土層断面では0.8mで ある。 これは、覆土ではまわ りとの色の差が明確でなく、 トレンチと周 りを

掘 り下げて、ようや く竪穴住居跡 と判断したためである。調査前、周辺は杉林であった。それ以前は段々

畑があったが、荒れていたところに杉の植林をしたとのことである。杉の根の影響も考えられる。

床面はほぼ平坦で、明確な貼床はみられない。床面がⅧ層のローム層のためと思われる。

出土遺物には甕 (464～ 467)、 壺 (468)、 高杯 (469)、 圭頭鏃 (471)、 砂岩製磨石

(472)が 出土 している。

遺構外出土遺物

弥生 。古墳時代の遺物のほとんどは、前述 したようにC ttV層 中から出上 している。C区では、明

確な竪穴住居跡の検出例が 1軒であるが、北側の台地上には良好な集落跡が予想されるため、周辺の

開発には今後十分注意する必要がある。

473は 使用痕剥片である。刃部の使用痕より穂摘具 としての使用 したものと想像される。 474
は打製の石包丁である。北方地区では磨製の石包丁の出土例は少なく、礫の両端に扶 りを有する打製

の事例が多い。背部には丁寧な加工が施されている。使用頻度が高かったことを示す摩滅痕も見 られ

る。 475～ 477は 小型の磨製石斧である。いずれも基部は欠損 し、先端部のみの出上である。

|

|

L=75.400m
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土層説明

①:責茶褐色土(パサつく、炭・焼土含む)

②:暗責茶褐色土

(やや粘質、炭・焼土。Ⅷ層。ローム。X層含む)

③:暗責褐色上(粘質、炭・焼土。ローム含む)

④!責褐色土(粘質、炭・焼土・コーム含む)

0                   1=n

60,10号竪穴住居跡実測図(S=1/40)
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478は 、頁岩製の砥石である。一部欠損 している。側面にも磨 り面が見 られる。

当該期の出土土器の多 くは、一部 を除き胴部の小片である。ここでは、口縁部や貼付突帯の付いた

頚部や底部 といった部位を可能な限 り取 り上げている。 479～ 509、 521～ 530は 壷である。

479に は断面三角形の突帯が見 られる。 481か ら483は 二重回縁壷で、 482に は櫛描波状文

が見 られ安国寺系の遺物 として注 目される。早 日渡遺跡では、竪穴住居跡内からの出土例もあり、笠

下周辺での当該期の竪穴住居跡がこれから検出される可能性も高い。 486と 487は 小型丸底壷の

口縁部である。また、頚部にひも状貼付突帯が見 られる壺 (504～ 506)や 山陰系の壷口縁部

(500)の 出土もあり幅広い交流の跡が伺われる。

壷の多さに比べ甕 (510・ 511、 531～ 535)は 出土量が少ない。 511は 口縁部の断面

形 が角張ってお り、弥生時代後期の所産 と考 え られる。その他 に鉢 (512)や 高杯 (513～

518・ 520)、 手ず くな土器 (519)等 も出上 している。

須恵器の出土例は少ないが、杯 (586～ 537)や 醒 (538～ 540)が 出上 している。谷を

挟んだ東側の岩土北平遺跡では塚があったと伝えられているが、関連については不明である。
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64.中・近世出土遺物実測図(S=1/3)
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中 。近世

この時期の遺構 としては検出していないが、埋土中及びC区のV層中から陶磁器や備前系播 り鉢片、

土錘 (553～ 554)が 出土 している。

541は 龍泉窯の青磁椀である。表面にはわずかに蓮弁の一部が確認できる。 542は 景徳鎮の蓮

子椀である。 543～ 545は 草花文の皿である。 543は 口縁部に端反 りが見 られるが焼成はよく

なく、釉薬が半透明となっている。 544は淳州窯のものと思われる。

546は 肥前焼の白磁で八角の小杯 と思われる。 547は 古唐津の椀である。 548は 肥前系 (嬉

野か ?)の皿 と思われる。 549は 胴部の小破片なので特定は難 しいが、肥前系の椀 と思われる。

550と 551は 肥前系の草花文椀である。 552は備前系の播 り鉢片 と思われる。す り目が確認で

きるが、数は不明である。

15世紀代～ 19世紀 までの幅広い時代の舶載品及び国産 (主 に肥前系)遺物が出土 している。

その他の遺構

1号土坑は不定形で明確な掘 り込みははく、焼土が厚 く堆積する。アカホヤ層上面で検出した。床

面は平坦でなく、かなり凹凸が見 られる。一部炭化物の集中が見 られる。長軸は2.68m、 短軸は

0。 78mを 測る。検出面から最深部 までは0.32mを 測る。炭化物の分析を行なった結果、 121
AD～ 235ADの 値がでている。

2号土坑は長方形で、底部に 4つ の小 ピットを有する。内中央の小 ピットは並列する。アカホヤ層

上面で検出した。床面は平坦である。長軸は 1.52m、 短軸は0,43mを 測る。検出面から最深部

までは0.78mを 測る。炭化物の分析を行なった結果、 1,066AD～ 1,155ADの 値がでて

いる。 上面でブナ科ヨナラ属アカガシ亜属の災化材を検出した。

3号土坑はやや歪な楕円形で、底部中央がやや くばんでいる。V層で検出した。埋土中には炭・

L=80,500m

LE80.500m

L=80.500m

0           1m
土層説明

①:赤褐色土(パサつく、焼上を多く含む)

②:黒色土(パサつく、炭を多く含む)

65,1号土坑実測図 (S=1/40)
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土層説明

①:黄茶褐色土(パサつく、炭・焼土。ローム含む)

②:赤褐色土(パサつく、炭・焼土含む)

③:黒褐色土(パサつく、炭・焼土含む)

④:黄褐色土(やや粘質、炭・焼土含む)

⑤:暗茶掲色土(パサつく、炭。焼土。ローム含む)

L=79.700m

L〓79.700m

66.2号・3号土坑実測図 (S=1/20)
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L=76.500m

3号土坑

土層説明

①:黄茶褐色土(パサつく、災・焼土。ローム含む)

②:黒色土(パサつく、炭・焼土・Ah含む)

②      炭化材
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67,4号・ 5.号土境実測国 (〔■1/20)

五層説明

OI養獅色上欝 ,、サつく―尿・燐土含笠)

0理 土件や粗無 炭,燐土・AhetFJ
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焼上を含んでいる。長軸は0,75m、 短軸は削平されてお り計測不能である。検出面から最深部 ま

では0.16mを 測る。出土遺物はない。

4号土坑は検出面、底面 ともに不定形で、底部はやや東側 に傾斜 している。V層で検出した。一部

柱穴により撹乱されている。埋土中には炭 。焼上を含んでいる。長軸は0,8m、 短軸は0.53mを

測る。検出面から最深部 までは0.27mで ある。出土遺物はない。

5号土坑は長方形で、底部に 3つの小 ピットを有する。V層で検出した。床面はほぼ平坦である。

長車由は 1.54m、 短軸は0,92mを 測る。検出面から最深部 までは0,92mを 測る。出土遺物は

ない。

7号土坑は長方形で、両端は丸 くなっている。底部に 3つ の小 ピットを有する。V層で検出した。

床面は平坦である。長軸 は 1,74m、 短軸は0.47mを 測 る。検出面から最深部 までは 0。 99m

を測る。壷の口縁部 (555)が 1点出土 している。

8号土坑は円形で、南側半分は削平されている。中央部にピットを有 し、両側に凝灰岩製の加工礫

(574・ 575)を 配置する。V層で検出した。床面は平坦である。直径はほぼ lmである。検出

面から柱穴最深部 までは0.86mを 測る。 8号土坑周辺は等高線が緩 くな り、傾斜面を削 りだして

平端部を作 り出している。 574は 半月形で工具痕が顕著に見 られ、熱変によりもろくなっている。

575は 方形に削 りだしているが半分に折れている。何 らかの再利用品を窺わせる。

L〓 73.200m

68.7号土坑実測図及出土遺物実測図(S=1/3、 1/20)
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70.1号不明遺構実測図及―出上遺物実測国(Si4/3、 1/20)
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1号不明遺構は C区北側の道路法面下位で検出した。表土除去後す ぐにⅦ層が検出され、土器や焼

け石筈が柱穴を埋める様に寄せ られていた。柱穴は長軸 0,36m、 短軸 0.26m、 深さは0.68
mを測る。出土遺物には高杯 (556)、 壺 (557・ 558)、 砂岩製磨製石斧 (559)、 砂岩製

礫器 (560)が ある。廃棄的な用途 も考えられるが詳細は不明である。

1号建物は、 C区南側の平坦部が谷側へ落ち込むところで検出した。V層 を掘 り下げる段階で床面

と思われる硬化面 と柱穴を検出したが、覆土は確認できなかった。同レベルで台石 (346)が 出土

しているが、焼土の集中部は確認できていない。また、南東部分の硬化面は削平のためか不明である。

出土遺物も縄文時代晩期 と弥生・古墳時代の遺物が混在 して見 られ明確な時期決定ができなかった。

硬化面が途切れたところで、厚さ 1 0 cIIlほ どの粘上の塊が検出されたが、柱を支えるためか他の用途

か判断はできない。検出した柱穴は硬化面の範囲内と思われるものを図示 している。

C区ではこの他にも若千の柱穴を検出しているが、建物に復元できるまでには至っていない。また、

柱穴 と落 とし穴 との関連についても不明である。柱穴の明確な確認はアカホヤ層上面で行なっている

が、V層 を掘 り下げる段階で検出したものも多い。現場での埋上の比較検討などは調査期間の問題 も

あ りできなかった。今後遺構測量図と上層断面図を比較検討 しても、時期決定にはなお多 くの困難が

伴 うことを痛感 している。

A区 とC区では、溝状遺構が検出された。検出面は、A区ではⅥ層上面、 C区ではA区 との境の斜

面 と東側でⅥ層上面、西側ではV層上面である。いずれの覆土もⅣ層の黒色土ではな く、Ⅲ層である。

Ｅ

Ｏ
０
０
．Ｎ
卜
＝
コ

＼
◇

L=72.000m

71.1号建物実測図(S=1/40)
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出土遺物も陶磁器、弥生土器、須恵器、糸電文土器が混在 してお り、明確な時期決定はできない。

A区では調査区の東側斜面をほぼ南北にある程度の間隔で掘 られてお り、区画溝的な用途が考えら

れる。A区 とB区の東側斜面 とC区 との間に掘 られた幾筋もの溝状遺構は、区画溝だけの用途 とは考

え難い。底面には、常時水が流れていたことを示す砂状粒子の痕跡を認められなかった。

また、C区東側の斜めに掘 られた溝も小さな尾根の側面を縫 うように掘 られているが、途中で途切れ

る。若千の段差を考えると排水の用途も考えられる。

以上のことから、梅雨時期などA区 とB区から流れ出る多量の雨水 を処理する排水のための溝が掘

られたと思われる。幾筋もの溝は、多量の雨水が流れて損傷 した浦 を補修 しながら繰 り返 し掘 られた

結果 とも想像される。

Φ
563

9                        19Cm

74.その他の出土遺物実測図①(S=1/3)
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72.C区溝状遺橋検出状況 (北より) 73.C区溝状遺橋検出状況 (北より)
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その他の出土遺物

ここでは、明確 に時期を判断できない遺物を取 り上げるが、そのほとんどは石錘である。縄文時代

晩期の所産 とも考えるが、弥生～古墳時代の遺物 としても多 く使用されていることが確認されている

ことから時期不明とした。 565は 円盤状の砂岩礫の円周に加工を施す石器である。若千の磨痕を有

することから土器の内面 ミガキや革製品のなりしなどいろいろな用途に使用された可能性がある。

566は 砂岩製の円礫の両端を浅 く打ち欠いた石器である。細いひも状のものを巻きつけたと思われ

るが、快 りが浅 く結ぶ行為には直結 しない石器である。 567～ 573は 打欠石錘である。基本は細

長い礫の両端を打ち欠いているが(568・ 571・ 573)、 3方向 (569・ 572)、 4方向(570)

打ち欠 くものも見 られる。網に設置する場所による使い分けが想像される。

I

t   め 566

◆   568

573

０

５７ ２

一

75。その他の出土遺物実測図②(S=1/3)
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575

0

76.その他の出土遺物実測図③(S=1/4)
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番号 出土地点 層 1器種 (石材 )・ 部位

|
文様 靭 整・色調等 い 1文 様 靭 整・色調等 ⑪

最長 cm
(器高 )

最幅 cm
口・底径 )

最厚 cm
(胎 土 )

重量 g
(焼成 )

I C区一括 獅 角痕剥片 流紋岩 打面有 不定形の横長剥片利用 14
２

一
３

C区
C区一括

5 1加工を有する剥片 流紋岩

1使用痕剥片 流紋岩

∬面無 両面縁に力H工有

打面調整有

41  1  28
iゲ   1  20

09
08

開
一硯

4 C区 5 1使用痕副片 ホルンフ 何面有 受烈 1生 1 27 1 13 2120

5 C区一括 1植用痕 豪1片 流紋岩 灯面側の凹部使用痕有 11 1594

6 C区 5 1スクレイパー 流紋岩 自然面 打面有 54

7 区一括 スクレイパー 流紋岩 片面に自然面 打面有 121

8 区 7 1スクレイパー 流紋岩 自然面 打面有 45        1   4888

9 区一括 1礫 器 ホルンフェルヌ 先端に近い側縁部と裏面部に加 工有 54

0 区 81石核 流 iX岩 ヨ然面 節理面有 打面調整有 打面転移 73 30945

主居 9 ヤ 誦 ミ 電互剥離を行なう 打面調整無 145 102

B区 51獲月痕剥片 流紋岩 若子 のロー リングと削痕 が見 られ る 打面調整有 6484

B区

"彰

昴 片面 自然面 肖」痕が見られる 5104

A区 71石鏃 チャート 花端部 、脚 部欠複 16 045

A区 71石鏃 チャート 央りが深い 鍬形鏃 17

A区 71石鏃 チャー ト 則片鏃 一側縁の加 工は細かい 19 16

17 区 絢 チヤート 歌方鏃 先端部欠損 側縁鋸歯状 21 04

A区 7 石鏃 チャート 鍬方鏃

A区 尖頭状石器 黒曜石 表裏面ともに丁寧な加工を施す 07 360

区 7 スクレイパー 買岩 自然面を打点とし、二方 向を折断技法で作り出す 12 4432

A区 7 礫器 緑色岩 節理面有 害1れ部と打痕が顕者に残る 19607

A区 71敲打器 砂岩 風化著しい 側面 に敲打痕有

A区 II深鉢 月同部 楕円形の押型文 イこぶい橙   |ナ デ イこぶい黄橙 ～3EI程 度の砂粒含む 良

C区 71深鉢 月同部 貝殻押引き(横方向)にぶい黄橙 デ にぶい黄橙 ～5m程度の砂粒含む 良

A区 71深鉢 月同部 デ 1こ ぶい黄橙 ナデ 暗褐 5硼程度の砂粒含む 良

A区 7 深鉢 月同部 ナデ イこぶい黄橙 ナデ にぶい責橙 ～5EI程 度の砂粒含む 良

一括

£区

7 深鉢 月日部
貝殻押引き(横方向)ナ デ

指押さえ にぶい黄橙
ナデ 指押さえ にぶい黄橙 ～51w l程 度の砂粒含む 艮

5 1深鉢 日縁部 斜方向の貝殻条痕 ナデ 灰オリ 舛方向の貝殻条痕をナデで消す 灰オツーブ lHIl以下の砂粒含む 良

∋区 5
1深

鉢 胴部
斜方向の貝殻条痕 ミミズバレ状の突帯

ナデ スス付着 H音オリーブ褐
ナデ 暗オリーブ褐 lDIl以下の砂粒含む 良

C区 51深鉢 胴郡 縄文 沈線 イこぶい褐    |ナ デ イこぶい褐 lШ以下の砂粒含む 良

31 lc区 5 廠 ぼ 縄文 沈線 テ」′点文 褐    |ナ デ ミガキ 日音褐 lall l以 下の砂粒含む 良

区 ル レヾ状突件 ナデ オリーブ黒 スス付着 ナデ 嗜オリーブ褐 lHu以下の砂粒含む 良

区 縄文 沈線 ア」点文 明褐 ナデ ミガキ 暗褐 laII以下の砂粒含む 良

区 51深鉢 口縁部 ガキ にぶ い褐 ナデ ミガキ 橙 lHll以下の砂粒含む 良

区 51深鉢 市縁部 縄文 沈線 ナデ イこぶい橙 ナデ 明褐 Iul以 下の砂粒合む 良

３ ６

一
３ ７

区

一区

一
躊
一締

貝殻条痕 沈線 橙    1貝殻条痕 ナデ 橙
ヨコナデ 橙  ~~~~~『 訂

一―一~~~ ~~
| Dll l以 下の砂粒含む

tul以 下の砂粒含む

艮

良

区 5 1深鉢 日縁部 ヨコナデ イこぶい橙 ナデ イこぶい橙 IIl以 下の砂粒含む 良

一

３９

一
４０ 1肝 裁一器

ナデ イこぶい橙

沈線 橙 ススト

ガキ ナデ イこぶい橙

ガキ ナデ にぶい橙 スス付着

Itu l以下の砂粒含む

EL以下の砂粒含む

良

一良

土坑6 深鉢 日縁部 帯 ヨコナデ 明褐 スス付着 ナデ 橙 Dul以 下の砂粒含む

土坑 6 深鉢 口縁部 ヨヨナデ イこぶい橙 スス付着 ナデ 褐 Hul以 下の砂粒 艮

深鉢 口縁 部 帯 ヨヨナデ 明褐 スス付着 ナデ 明褐 の砂粒 史

土 坑 6 深鉢 口縁部 帯 ヨコナデ イこがい黄褐 スス付着 ナデ イこぶい黄橙 tIIII l以 下の砂粒含む 良

土坑6 1深鉢 口縁部 1突帯 ヨコすデ 明褐 ナデ 明褐 下の砂粒含む 良

土坑6 深鉢 月同部～底部 ナデ 指押さえ にぶ� ナデ 指押さえ 1こ ぶい橙 Dul以 下の砂粒含む 長

土坑6 浅鉢 日縁郡 1沈線 ミガキ 酌 沈線 ミガキ にぶい黄橙 4ull以 下の砂粒含む

土坑6 浅鉢 頸部～胴部 覇 ★ にぶい黄掲 スス付着 ミガキ にぶい黄橙 IIII l以 下

土坑 9
~1預

孫 口縁都 1突帯 ヨコすデ 黄褐 スス付着 |ナデ 橙 Dul以 下の砂粒 良

土坑 9 深鉢 口縁都 ヨヨナデ イこぶい黄橙 ナデ イこぶい黄橙 HuL以 下の砂粒含む 良

51 土坑6 1浅鉢 口縁部 沈線 ミガキ 1こぶい黄橙 ミガキ 灰責褐 IIul以 下の砂粒含む 良

土坑9 1浅鉢 頸部 電文 沈繰 ミガキ 明褐     |ミ ガキ 褐 Hul以 下の砂粒含む 良

土坑9 巾 篭文 沈線 ミガキ 明褐    ミガキ 明褐 HL以 下の砂粒含む 良

土尻6 十深鉢 底部 |ナデ 橙 ナデ 橙 HLl以 下の砂粒含む 艮

区 5豚孫 口縁部 ヨコナデ 栓 ナデ にぶい橙 HII以 下の秒粒含む 良

区 51深鉢 日縁部 ヨコナデ 橙 ナデ 明褐 Dul以 下の砂粒含む 良

C区 5原孫弔稼覇 ヨコナデ 明褐 スス付着 |ナデ 橙 Hul以 下の砂粒含む 良

C区 1 51深 鉢 日縁部 ヨコナデ 橙         |ナ デ 橙 Hll l以 下の砂粒含む 良

C区 5 1深鉢 口縁部 す 磋ぶい褐 玖ス付着  |ナデ イこぶい橙 Dul以 下の砂粒含む 艮

C区 5 1深鉢 口縁部 ヨコナデ イこぶい黄橙
|す

デ イこぶい黄橙 Iull以 下の砂粒含 む 1  艮

６ ‐

一
６ ２ 辟

lτ可戻孫 口縁部
叫

ナデ 橙

ナデ 橙

| lHll以 下の砂粒含む

とDII l以 下の砂粒含む

良

一良

６３

一
６４

5

5

鉢 口縁部

鉢 口縁部

ヨヨナデ イこぶい褐

風化のため調整不明

ナ デ

イこぶ�ヽ

lllal以 下の砂粒含む

lIIl以 下の砂粒含む

良

やや良

5 1深鉢 口縁部 ヨコナデ 黒褐 スス付着 ナデ 褐 lHL以 下の砂粒含む

5喉 鉢 日縁 部 にぶい黄褐 ナデ 明掲 lall l以 下の砂粒 含 む

51深鉢 口縁部 ナデ 明褐 ナデ 明褐 下 含む 良

51深鉢 口縁部 ヨコナデ 明褐        ナデ 橙 lEUl以 下の砂粒含む 良

5 日縁吉Б 指押さえ 橙      |ナ デ 橙 lDlll以 下の砂粒含む 良

70

71

5

5

深鉢 口縁部

深鉢 日縁部

ヨコゲ ア 明 伯

ヨコナデ イこぶい橙 ヌス付着 ナデ 橙

lIIull以 下の砂粒含む

lIIL以 下の砂粒含む

良

一良

5 ヨコナデ 明褐 ナデ 明褐 lDull以 下の砂粒含 む 良

5 口縁部 ナデ イこぶい黄橙 ナデ 指押さえ 貢橙 lHul以 下の砂粒含む 良

77.出上遺物観察表①
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番号 出土地点 層 器種 (石材 )・ 部位 文様・調整・色調等 (外 ) 文様・調整・色調等 (内 )
ｍ

，轟肺
最幅 cm
(口・底径 )

ｍ
＞最厚ｃ雌

重量 g

(焼 成 )

,ここ 5 傑鉢 口縁部 ナデ にぶい橙 スス付着 ナデ 橙 ～2噸程度の砂粒含む 艮

,優こ 5 架鉢 口縁部 ヨヨナデ 褐灰 スス付着 ナデ イこぶい褐 ～2m程度の砂粒含む 良

'区
傑鉢 日縁部 デ 指押さえ イこ3・ い褐 スヌ付着 |ナデ 褐 alal以下の砂粒含む 良

'区
傑鉢 日縁部 ナデ 指押さえ 明褐     |ナデ 橙 all以 下の秒粒 含 ユ● 良

'区
5 架鉢 口縁部 ヨコナデ イこぶい褐 スス付着  |ナデ 明掲 lDI以 下の砂粒 含 む 良

D透こ 5 朱鉢 口縁部 ナデ 褐           |ナ デ 日音褐 スス付着 DIl以 下の砂粒含む 良

,C至 5 案鎌  日綴誓[ ナデ 悟押さえ 橙       ナデ 指押さえ 橙 Eul以 下の砂粒含む 良

,区 5 果鉢  日縁音Б 効
―

―

――
  |すデ 明褐 Hul以 下の砂粒含む 良

,区 傑鉢 口縁部 ヨコナデ 褐 スス付着 ナデ 褐 II以 下の砂粒含む 良

,区 5 栗鉢 日縁部 ナデ 指押さえ 橙 1沈線 ナデ 橙 Dl l以 下の秒 粒含 む 良

,ここ 5 深鉢 口縁部 ナデ 指押さえ イこぶい褐 ナデ 黄褐 alI以 下の砂粒 含 む 良

,ここ 5 深鉄 口縁 部 ヨコナデ 指押さえ オリーブ褐  スス付着 ナデ 黄褐 nu l以 下の秒粒含む 良

'優

こ 5 ナデ 明赤褐 炭       |ナ デ 褐 llul以 下の砂粒含む 良

,区 5 深鉢 口縁部 ナデ 暗赤褐 スス付着    |ナ デ オリーブ褐 スス付着 lm以下の砂粒含む 良

5.深鉢 口縁部 ヨヨナデ 指押さえ 明褐   ナデ 指押さえ にぶい橙 lDlll以 下の砂粒 含 Fr 長

IDこ 5 深鉢 口縁部 ヨコナデ 指押さえ 栓     
―
ナデ 指押さえ 橙 Hu l以 下の砂粒 含 む 良

51深鉢 日縁部 ヨコナデ 指押さえ 褐  スス付着 Iナデ 指押さえ 明褐 nll以 下の砂粒含む 良

51深鉢 日縁 都 低い突帯ミミズバレ状 ヨヨナデ 橙 |ナデ 橙 Hul以 下の砂粒合む 良

51深鉢 日縁部 低い突帯ミミズバレ状 ナデ 明赤褐 |ナデ イこぶい黄橙 lDltl以下の砂粒含む 良

5 深鉢 日縁部 低い突帯ミミズバレ状 ナデ 橙 |ナデ 明赤褐 14ul以 下の砂壮含む 良

5 深鉢 口縁部 磯ヤ燦 帝ミミル ミレ状 ナデ 明赤褐 スス付剤 ナ デ 橙 lHl以 下の砂粒 含 む 艮

5 深鉢 口縁部 氏Vヽ突常ミミ7N/ミ レ状 ヨヨナデ にぷヤ悛 橙 ナ デ 褐 lu al以下の砂粒含む 良

区 氏い突帯ミミル ベレ状 ヨヨナデ 赤褐 |ナデ 明赤褐 laul以 下の砂粒含む 良

C区 深 鉢 氏い突帯ミミズバレ状 ヨヨナデ 橙 |ナデ イこぶい橙 14Ul以 下の砂粒含む 良

C区 5 深鉢 口縁部 ヨコナデ イこぶい黄橙 ナデ 灰沼 lElal以 下の砂粒含む 良

C区 5 深鉢 口縁部 デ イこボい橙 スス付着 ナデ イこぶい lE l以 下の砂粗 合 す 良

C区 51深鉢 日縁部 低いミミズバレ状突帯 すデ 橙 ナデ イこぶい黄 14u以 下の砂 粒含 む 艮

C区 5眸鉢峨部 低いミミズバレ状突帯 ナデ

指押さえ 1こぶい黄橙
ナデ 指押さえ にぶい黄褐 lalal以 下の砂粒含む 良

C区 5 深鉢 口縁部 低いミミズバレ状突帯 ナデ 指押さえ 橙 ナデ 橙 14ul以 下の砂粒含む 良

C区 51深鉢 口縁部 低いミミズバレ状突帯 ナデ 指押さえ 橙 ナデ 指押さえ 橙 llul以 下の砂粒含む 良

C区 5 1深鉢 口縁部 低いミミズバレ状突帯 ナデ イこぶい褐 ナデ イこぶい黄橙 lDu以 下の砂粒 含 む 良

C区 5 深鉢 口縁部 低いミミズバレ状突帯 ヨヨナデ 橙 ナデ 橙 lalnl以 下の砂粒 含 む 長

C区 5 1深鉢 日縁部
低いミミズバレ状突帯 ナデ

指押さえ にぶい赤褐 スス付着
ナデ 明赤褐 スス付着 14 Hl以 下の砂粒含む 良

C区 5 1深鉢 日縁部
低いミミズバレ状突帯 ヨコナデ

指押さえ 橙 スス付着
ナデ 橙 IBull以下の砂粒含む 良

C区 5'深鉢 口縁部 低いミミズバレ状突帯 ヨヨナデ にぶい黄橙 ナデ 橙 lHl以 下の砂粒 含 む 良

区 5 深鉢 口縁部 低いミミズバレ状突帯 ナデ 橙 ナデ 橙 lH al以下の砂粒含む 史

10 区 5 深鉢 口縁部   | 低いミミズバレ状突帯 ナデ 橙 ナデ 明黄褐 lal以下の砂粒含む 良

1 C区 5 深鉢 日縁部 低い突帯 ヨヨナデ 橙 ナデ 明赤掲 ～2d dl程 度の砂粒含む 良

2 C区 5 深鉢 口縁部 低いミミズバレ状突帯 ナデ 橙 ナデ にぶ い貢褐 lDI以下の砂粒含む 良

13 C区 5 深鉢 日縁部 ズパレ状突帯 ヨヨナデ 指押さえ 橙 ナデ 明褐 laul以 下の砂粒含む 良

14 区 5 深鉢 口縁部 ミミズバレ状突帯 ヨヨナデ 指押さえ 橙 ナデ 明褐 lHul以 下の砂粒含む

区 51深鉢 日縁部 ナデ irt線 褐
|

lHL以下の砂粒含む 良

区 5 日 ナデ 明褐 lDul以 下の砂粒含む 良

7 C区 5 深鉢 日縁部 いミミズバレ状突帯 ヨヨナデ にぶい黄褐 ナデ 褐 nul以 下の砂粒含む 良

8 C区 5 深鉢 日縁部 低いミミズバレ状突帯 〕ヨナデ イこぶい黄褐 ナデ イこぶい黄橙 H al以下の砂粒含む 良

9 区 5 深鉢 口縁部 低いミミズバレ状突帯 ヨヨナデ イこぶい赤褐 デ 赤褐 ru l以下の砂粒含む 良

区 5 深鉢 日縁都 低いミミズ/ベ レ状突杵 ヨヨナデ 赤褐 ナデ 赤褐 II以 下の砂 粒 含 む 良

区 5 十深鉢 口縁部 ミズバレ状突帯 ヨヨナデ イこぶい褐 ナデ 褐 IIII l以 下の砂粒含む 良

C区 5 深鉢 口縁部 低いミミズバレ状突帯 ナデ 明赤褐 ナデ 赤褐 nu l以 下の砂粒含む 良

C区 5 深鉢 日縁部 低いミミルミヒ状突帯 ナデ_にぶい橙|ナデ イこぶい褐 Iu以 下の砂粒含む 良

24 C区 5 深鉢 日縁部 ミミズバレ状突杵 ヨヨナデ 橙  |ナデ 沈線船 明赤褐 DII以 下の砂粒含む 良

C区 5 深鉢 日縁部 ミミズバレ状突帯 ヨコナデ 明褐 沈線 にぶい黄褐 Hul以 下の砂粒含む 良

C区 5 深鉢 口縁部 ズバレ状突帯 ナデ 明赤褐 ナデ 明褐 Hul以 下の砂 粒含 む 良

C区 5 朱鉢 日縁部 突帯 沈線 ヨヨナデ 褐 ナデ 浅い沈線 褐 スス付着 Hul以 下の砂粒含む 良

C区 5 突鎌 日縁都 突帯 沈線 ヨヨナデ 橙 デ 沈線 橙 altl以下の砂粒含む 良

C区 5 架休 日縁部 突帯 沈線 ヨヨナデ t デ 沈線 明褐 以下の砂粒含む 良

C区 5 朱鉢 口縁部 突帯 沈線 ヨヨナデ 褐 ナデ 明褐 HI以 下の砂粒含む 良

31 3区 51深鉢 口縁部 突帯 沈線 ヨヨナデ 明赤褐 スス付着 |ナデ 浅い沈線 明褐 以下の砂粒含む 良

3区 51深鉢 口縁部 突帯 沈線 ヨヨナデ 橙    |ナ デ イこぶい黄橙 Iu以 下の砂粒含む 良

区 5 深鉢 日縁部 突帯 ヨコナデ 明赤褐 スス付着 ナデ 沈線 にぶい黄橙 以下の砂粒含む 良

C区 5 深鉢 日縁部 突帯 ヨコすデ 明褐 ナデ 浅い沈線 にぶい褐 du l以 下の砂粒含む 良

135 C区 51深鉢 日縁部 突帯 ヨコナデ 沈線 にぶい黄橙 デ 1こ ぶい褐 llul以 下の砂粒含む 良

136C区 _ 51深鉢 日縁部 突帯 ? ナデ 指押さえ 沈線 橙 ナデ 橙 lHLl以 下の砂粒含む 菖

C区 5 深鉢 口縁部 帯 ナデ 指押さえ 沈線 にぶい黄橙 |すデ イこぶい黄褐 lDI以 下の砂粒含む 良

C区 5 深鉢 日縁部 帯 ナデ 指狩さえ 沈線 灰黄褐 スス |ナデ 灰 黄 褐 inll以 下の砂粒 含 む 良

!39 C区

140 C区

５

一
５

雙 上 理 _」 とΣ沈線褐 ______
突帯 ヨヨナデ 明赤褐    |ナ デ 沈繰 1こぶい黄橙

― ― 一 一 引

|

lH al以下の砂粒含む 1  良

lHl以 下の砂粒含む 1  良

1 C区 51
51

深鉢 日縁 部 突帯 ヨヨナ lII以 下の砂粒含む 良

2 C区 深鉢 日縁部 低し埃 帯 指ツマミ部 ナデ にぶし墳 褐 ナ デ 沈 線 褐 lDlal以 下の砂粒含む 1  良

C区 5 深鉢 口縁部 央結 ヨヨナデ 指ツマミ部 明褐 スス付着 |ナデ 沈 線 褐 14ul以 下の砂粒含む1  良
C区 5 深鉢 口縁部 央常 ヨコナデ 指ツマミ部 明褐 スス付着 |ナデ 沈 線 橙 lII以 下の砂粒含む

区 5 深鉢 日縁部 央常 ヨヨナデ 指ンマミ部 にぶい黄燈 スス ナ デ  明 褐 lalt以 下の砂粒含む 良

C区 5 深鉢 口縁部 央帯 ヨコナブ 指ツマミ部 明褐 スス付着 |ナデ  流 繰 搭 lull l以 下の砂粒含む 良

78.出土遺物観察表②
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番号 出土地点 層 器種 (石材 )・ 部位 文様・調整・色訓等 (外 ) 文様・調整・色調等 (内 )
最長 cm l最幅 cm
(器高)|(口・底径 韮蜘

ｍ
＞器にじ凶 51深鉢 口縁部 々帯 ナデ 指 Jツマミ部 1こぶい黄橙 スス ナデ 橙

3区 51深鉢 口縁部 医い突帯 ヨコナデ 黄褐 ナデ イこぶい黄掲 lDul以 下の砂蹟 罰
~~臣~

3区 51深鉢 口縁部 低い突帯 ヨヨナデ イこぶい橙 ナデ にぶい黄褐 1～つIII程度の砂粒含む1  良
にぶ

3L 5 深鉢 日縁部 瓜い突帯 ヨヨナデ 1こぶい黄桐 スス付 ナデ イこぶい音褐
う0こ 5 深鉢 口縁部 砥い突帯 ヨコナデ にぶい黄褐 ナデ イこぶい黄褐 14111以 下の砂粒含む 1  良

区 5 深鉢 日縁部 氏い突辞 ヨヨナデ イこがい黄橙 スス付 ナデ イこぶい黄橙 5話程度の砂泣含む「
~~琶

区 5 1深鉢 口縁部 低い架帯 ヨヨナデ 明赤褐 スス付着 |ナデ 明赤褐

区 5 深鋏 日縁 部 低い突常 ヨヨナデ 指IIFさえ すこぶい黄橙 7テ¬こぶい石 2Ш程店の砂粒含 111  専

区 5 深鉢 口縁部 突帯 ヨコナデ イこぶい黄褐 にぶい褐
区 5 深鉢 日縁部 低い突帯 ヨヨナデ 明褐 デ 橙 [alal以 下の秒粒含√訂

~~藉

14u l以 下の砂粒含 む

Inm以 下の砂対 合 Fe

良
C区 51深鉢 日縁部 低い突帯 ヨヨナデ 明褐 デ 明褐
C区 5 際 伊不 日稼 舌ト 低い突帯 ヨヨナデ 橙 デ 明褐
C区 5 深鉢 口縁部 帯 ヨコナデ 明掲 ナデ 橙
」区 5 深鉢 口縁部 帯 ヨヨナデ イこぶい黄橙 すデ イこぶ�
9区 5 深鉢 口縁部 突帯 ヨヨナデ ぞ ナデ 黄褐 双

3区 51深鉢 日縁部 突帯 ヨコナデ 橙 スス付 ナデ 搭
3区 6~~F雰翌ラF~五ヨ弓誘汗旨「 突帯 ヨヨナデ イこぶい責褐   |ナデ イこぶい音楊

C区 51深鉢 日縁部 突帯 ヨヨナデ 褐 スス付着 ナデ イこぶい黄橙 lEul以 下の砂粒含む 1  良
C匹 51深鉢 口縁 部 突帯 ヨコナデ イこぶい黄橙 ナデ イこぶ� 311程度の砂粒含TFI  荏
C区 51深鉢 日縁部 突帯 ナデ 橙 ナデ イこぶ�
C区 L呻 突帯 ヨコナデ イこぶい褐 ナデ イこぶい黄橙 5m程度の砂粒含む1  良

1 C区
型 即 突帯 ヨヨナデ イこぶい黄褐 スス付着 ナデ 褐 nll以 下の砂粒含む1  良

ぶ し

73 C区 5 深鉢 日縁 部 はい突帯 ヨヨナデ 指獅さえ イこぶい責褐 ナデ 指押さえ 黄褐 14ul以 下の砂粒含む 1  良
C匹 探鉢 口縁 部 低い突帯 ヨヨナデ イこぶい黄褐 ナデ イこぶい黄橙 Iwl以 下の砂粒合 ,|1  息
CEXI 5 深鉢 口縁部 氏い突帯 ヨヨナデ 褐 ナデ 明赤褐 ～3D m程 度の砂粒含む1  農
C区 51深鉢 日縁部 云い突帯 ヨヨナデ 黄褐 ナデ イこぶい黄褐 ～311111程 度の砂粒含む

「
  良

C区 5 墜鉢 日縁部 突帯 ヨヨナデ イこぶい褐 ナデ イこぶい責橙 Ⅲn以 下 の秒 対 合 ,||
C区 5 深鉢 口縁 部 突帯 ヨコナデ にぶい黄褐 ナデ 黄褐 ～2�程度の砂粒含む1  良

79 C区 5 深鉢 日縁部 寒帯 ヨヨナデ 朔褐 スス付着 ナデ 浅い沈繰 弼

C区 5 深鉢 口縁部 寒帯 ヨヨナデ 明褐 ナデ 明赤褐 lIL以 下の砂粒含む 1  良
C区 51深鉢 日縁部 突帯 ナデ イこぶい黄褐 スス付着 ナデ 黄褐
C区 51深鉢 口縁部 突帯 ヨコナデ 浅い沈線 明褐 ナデ 浅い沈線 橙
ε区 5J径姓 _日 縁部 突帯 ヨヨナデ 明褐 デ 沈線 にぶい黄褐 lmln以 下 の秒 対 含 すol  息

11て 51深鉢 日縁 部 突帯 ヨヨナデ 橙 ナデ 橙 ljlul以下の砂粒含む 1  良
1こ

3[こ 51深鉢 口縁部 突帯 ヨヨナデ 青色顔料 ?橙 ナデ 橙 スス付着 ～24u程度の砂粒含LI● 貢

制
司
制

C区一括 |

劉
‐区

一
‐区

一区

一区

5

5

5

5

5

深鉢 日縁部

深鉢 口縁部

深鉢 日縁部

深鉢 日縁部

深鉢 日縁都

深鉢 口縁部

深鉢 口縁部

線 Ξ暑鈴―― |

空三三」 デ イこぶい黄橙 _J
突帯 ヨコナデ 明褐     |

突帯 ヨヨナデ 明掲 スス付着 |

突帯 ヨコナデ 明褐 スス付着 |

ナデ 浅い沈線 橙

ナデ イこボい橙 スス付着

ナデ 浅黄

ナデ 浅い沈線 褐

ナデ イこぶい橙

ナデ 橙

ナデ 橙

～5881程 度の砂粒含む

～3m8程 産の砂対含ォ|

～2E ol程 度の砂粒含む1  良

良

194

195
醒
一隷
一

深鉢 日縁部

深鉢 日縁部

深鉢 日縁都

突帯 ヨヨナデ 橙

突帯 ヨヨナデ 明褐

央帯 ヨヨナデ イこボい黄橙 スス

ナデ 浅い沈線 (一部)明褐
ナデ 浅い沈線 明褐
ナデ 橙 ―

」
|

～5t al程 度の砂粒含む F

～2mm程 店の砂対合テ||

こ心
197 C区 5 深鉢 口縁部 突帯 ヨヨナデ 橙 ナデ イこぶい黄橙      | lDlll以 下の砂粒含む 1  良

C区一 砧 探鉢 日縁部 ナデ 浅い沈線 にぶい黄橙 Hul以 下の砂粒含む 1  良

冬帝ヨコナデイこぶい橙__」
突帯 ヨヨナデ イこぶい褐    |

ナデ イこぶい褐
ナデ にぶい褐 ―

― ― ― 4紹締 弩
２ ０ ‐

一
２ ０ ２ 劉 「央帯 ヨヨナデ イこぶい褐    |

央帯 ヨヨナデ にぶい褐    | ナデ 浅い沈線 橙 | 醐 モ
じ区 1深鉢 日縁 部 央帯 ヨヨナデ 明褐 スス付着 デ 浅い沈線 1こ ぶい褐 Dll l以 下の秒粒 合 ,el  自
3区 5 深鉢 口縁部 栗帯 ヨヨナデ 橙 ナデ にぶい橙 ¢ 矛下

区一括 深鉢 口縁部 栗帯 ヨヨナデ にぶい黄橙   | ナデ イこぶい責橙_____ | lnul以 下の砂粒含む 1  良
深 争不 口稼 吾ト 乗帝 ヨコナデ 橙 ナデ にぶい黄橙 lDul以 下の砂粒含む 1  良

区 5 深鉢 口縁部 帯 ヨヨナデ 明褐 スス付着 ナデ 沈線 明黄褐 以 下 の秒 対 含 ユol

3区 5 深鉢 口縁部 帯 ヨヨナデ イこぶい責褐 デ 褐 lltu l以 下のみ対合ユ。1  鳥
区 5 深鉢 日縁部 帯 ヨコナデ 明褐 デ 褐

ε区 5 深鉢 日縁部 帯 ヨヨナデ イこぶい橙 デ イこぶい黄橙 luul以 下の砂粒含 討 自

3区 5 深鉢 口縁部 帯 ヨヨナデ 褐 デ 褐

5 深鉢 口縁部 (い突帯 ヨコナデ イこぶい黄褐 デ イこぶい黄褐 磁 誘 , 良
51深鉢 口縁部 寒帯 ヨヨナデ 橙 スス付着 にぶい黄褐 aul以 下の砂粒含む |

215

216

5

5

深鉢

一瑯
一帥深鉢

明褐

ミガキ 橙

デ イこぶい褐

デ 指押さえ 黄褐

174
56 鶏 轄―

217 区 5 架鉢 底部 掲 片デ 指押さえ 1こぶい黄橙 スス付着 ～21u程度の砂粒含むI  E
２ ‐ ８

一
２ ‐９

一
２ ２ 〇

一
２ ２ ‐

一区
一区

５

一
５

一
５

一
５

簗鉢 底部

簗鉢 底部

架鉢 底部

架鉢 底部

突鉢 底部 鶏評―――「一当
一‐
絹一却¶

!哩の砂粒含むL_ 良 _
Hul以 下の砂粒 合 すol  巨

222 区

79.出土遺物観察表③
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番号 出土地点 1層 器種循 め 卸 位
1文

様劇 整・色調等い 文様・調整・色調等 (内 )
最長 cm
(器高 )

最幅 cm
口・底径 )

最厚 cm
(胎 土 )

襲
蜘

∩屎 5 戻欲 底部  ~|ナデ イ巨再ミ桂 ナデ 指押さえ 橙 ～2du4程 度の砂粒含む
| 良

一224 C区 5 傑鉄 底都    けデ 橙 ナデ 明褐 ～21u程度の砂粒含む
|

良

C区 51深鉢 底部    |ナ デ 橙 ナデ 明褐 ～2mm4度 の砂紅含を 良

226 C区 も 1深鉢 底部    |ナデ 橙 デ 指押さえ 褐灰 21 al程 度の砂粒含t 艮

C区 51深鉢 底部    |ナ デ 橙 スス付着 ナデ 指押さえ にぶい橙 2alat程 度の砂粒含も 畏

C区 5帝嘉孫底部
~神

ナデ イこぶい褐 82 2111程 度の砂粒含む 良

229 C区 5 深鉄 底都    |ナデ イこぶい褐 ナデ 橙 2剛程度の砂紅含も 良

区 5 浅鉢 頸部    拶 ガキ 黄褐 lBIl以 下の砂粒含む 良

区 5 浅鉢 口縁部    ミガキ 沈線 日音褐 ミガキ 褐 14ul以 下の砂粒含む 良

232 区 5 浅鉢 口縁部   ミガキ 沈線 イこぶい黄橙 ガキ にぶい黄橙 14ul以 下の砂粒含む 良

233 区 5 浅鉢 日縁部   ミガキ 沈線 イこぶい黄褐 ガキ 暗褐 llun以 下の砂粒含む 良

区 5 濃鉄「H縁部
~   

ミガキ 玩線 1こぶい黄橙 ガキ 沈線 にぶい黄橙 lBIl以 下の砂粒含む

235C区 5 浅鉢 口縁部    ミガキ 沈線 穿コ1にぶい褐 ミガキ 1こぶい褐 lEul以 下の砂粒含む 良

286化正 5 浅鉢 日縁部 雰 ガキ 沈線 にぶい黄橙 ガキ 1こボい責橙 inlll以 下の砂粒含む やや良

237 1C区 5 浅鉢 日縁 部    |ミ ガキ 濃い沈線 にぶい黄橙 スス付着

浅鉢 日縁部

~禾
ガキ 沈原

~明

黄褐 スス付着

ミガキ にざい黄橙 スス付着

ミガキ 明黄褐 スス付着

Iu以下の砂粒含む 良

238 C区 Dul以 下の砂粒含む 良

濃鉄 口縁部    ミガキ 浅い沈線 イこぶい黄褐 スス ガキ にぶい黄褐 スス付着 HuI以 下の砂粒含む

C区 5 濃鉢 日稼 部   〔テキ 明黄褐 ガキ 明黄褐 Hul以 下の砂粒含む

１

一
２

２４

・２４ 一
蠣
一∝

５

一
５

完鉢 日縁部    ミガキ 浅い沈線 明褐

完鉢 口縁部   (ガ キ 浅い沈線 明黄褐 スス付着

ミガキ 褐

ミガキ 浅い沈練 イこぶい黄褐 スス付着
|

llul以 下の砂粒含む

lalal以 下の砂粒含む

やや艮

やや良

3区一括 浅鉢 日縁部    ミガキ 1こ ぶい黄橙 スス付看 ガキ 沈線 にぶい黄褐 スス付着 la ll以 下の砂粒含む 良

3区 5 震械
一
誦 要 言雨配 スス付着 ガキ 浅い沈線 にぶい黄褐 スス付着 Hul以 下の砂粒含む やや良

5 菫笙抑    ミガキ ヤこぶい黄橙 _____
浅鉢 日縁部    ミガキ 明黄褐

ミガキ 1こぶい黄 ―一引
laul以 下の砂粒含む

lm以 下の砂粒含む

良

c区   1瓦 ミガキ 浅黄 艮

浅鉢 口縁部   ミガキ 沈線 暗灰黄 lnul以 下の砂粒含む 良

乙戸 ¬〒5 浅鉢 口縁都 ミガキ 黄褐 ミガキ 黄褐 艮

C区 5 ガキ 日音オリーブ ltrul以 下の砂粒含む 良

C屎 5 進鉄 曰縁 部 【ラ戸〒耳轟 ガキ 浅黄 lDlll以 下の砂粒含む やや良

C区 5 浅鉢 日縁部   ミガキ にぶい黄 ガキ 橙 llull以 下の砂粒含む 艮

252 iC区 5 ミガキ ヤこボい黄橙 ガキ にぶい黄橙 lHul以 下の砂粒含む やや艮

253 1C区 5 浅鉢 頸都～胴都 ミガキ イこぶい黄橙      ミガキ 1こ ぶい黄桂 lH al以 下の砂粒合む 良

254 C区 5 浅鉢 日縁部
~~ミ

ガキ にぶ添黄橙
~~~~耳

覇碍 褐灰 lall l以 下の砂粒含む 良

C区 濃欲 菊都～舶都  ミガキ にぶ い責橙 ガキ にぶい黄橙 ljlll以 下の砂粒含む 良

蔽 5 再戸 動 莉 面 可 誘 雨 百 蒔 下 ガキ 浅い沈線 にぶい黄橙 lIIII以 下の砂粒含む 良

C区 5 浅鉢 頸部～胴部  ミガキ 褐灰 ミガキ 褐灰 lalal以 下の砂 粒 含 む 艮

C区 5 輛 ～胴部 ミガキ にぶい黄 ミガキ 責褐 lHll以 下の砂 粒 含 む 艮

259 C区一括 浅鉢 頸部～胴部  ミガキ 浅貢 ミガキ オリ ブ黄 inul以 下の砂粒含む やや良

260 C区 5 1浅鉢 口縁部  ~十中 ミガキ 黄褐 lalI以 下の砂粒含む 良

C区一括

5 静静 絲導 モ矯 死稀
lm以 下の砂粒含む

lIII l以下の砂粒含

良

良
区

区 5

器 →聟 謂 ▼ど牲一 デ にぶい天橙

ガキ イこぶい褐 躙 良C区 5

266 C区 5 石鏃 チャート ~~既 端部欠損 14 17 110

267 C区 5 石鏃 黒曜ζ二_噂 曜石を使用 _____一 ―――
石鏃 黒曜石    1姫 島産 黒曜石を使用                __

る

一６

ぃ^　　．．．　　二
　　（一　わ一

17
20

03
03 122268 C区 5

270 C区 5 石鏃 チヤー ト 17 16 03

聯寄辛―儡 蕨 ― ―――~~~~~―― 19
27 20 05 上琉

~
一括

石鏃 チヤート 27 20

274 C区 5 チャート   1先 端蔀欠損

IC区 5 吏用痕剥片 黒曜石 1片面に自然残 打面有 250

IC区 5 百匙 チャート   |つまみ部の加工粗ψ 29 373

277

脚摩
諄
諄
下

趾
農
」峠
甲

呼
拝一号許―

…

階一趾
離
嘩
配

２ ７ ８

一
２ ７ ９ に雌

1縁に使用痕

損品を再利用

]部の加工を丁寧に施す

U部 の加工をT寧に施す

丁面も自然面を利用

２ ８ 〇

一
２ ８ ‐ C区一括

1 5 頁岩 十二辺を切断

岩  1方形を呈す

２８２

一
２８３

一
２８４

一
２８５

一
２８６

一
２８７

一」匪匪寸吋一‐Ｂ区

器
匡
‐５一」‐５ ―

―
288

289 鰻
5

5

礫器砂岩    怪望ヒ坦埜廷堕L型亘使用
礫器 ホルンフェルス 1両端使用

礫器 砂岩
~~¬

厠縁師 理面有

峠

―

1     14 2 昨
1     15
1    32

¨
辻

表 採
63700

5 礫器

一…砂岩一料
未製品 ?

一移 |―
型争|一

29170

292 罹 区一括 16

IC区 5

岳 缶― 45
47 1     14 6840B区 5

２９５
一２９６
一２９７
一郷

B区一括

再

「

~
B区

~

lc医

一脂
Ｆ

」昧睛一性 跳
80.出土遺物観察表④
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番号 出土地 点 層

1細
石わ 皿

十

坤 謹 飼 窯

"
文様・調整・色調等 (内 )

ｍ
＞轟肺

最幅 cm l  最厚 cm
(口・底径)   (胎 土 )

重量 g
(焼成 )

299 B区 5 石斧 砂岩 基部のみ残る 片面を研磨 片面に自然面 38  1    22 6315
区 5 石斧 ホルンフェルス 節理による欠損 57 10605

匪 5 石斧 砂岩 _匝塑埜上左面研磨 片面敲打整形 47 30 20000
区 5 石斧 砂岩 1風化顕著 基部残 22 16000

IC区 5

5

石 1敲打調整 半面欠損 残 19984
IC区 石斧 睡灰 岩    1片 面研磨 片 面粗 い加 工 14100
B区一括 石斧 砂岩 欠損 11 1 30544
表採 石斧 砂岩     1両 面に自然面 全体に粗い加 工 33 25890

1表採 石斧 砂岩     1両 面研磨 基部残 22600
表 採 互全二聖■     1敲 打反顕者 丞 部残 38640
B区一括 1属王担聖生生⊇生 危瑞音Ⅲλ預 16 13797
B区 5 1扁平打製石斧 砂岩 匹巨堕堕 墜 __ 135 19 21605

311

312 ほ最=層
5

1騨鶏肇能
先端部欠損

1片 面 1こ 自然面残       ~~~~~~
1 127

「

巧?
鏑
一関

Ｌ
Ｉ ‐８４２２一蜘と弊 5 平打製石斧 砂岩 片面 に 自然 面残 120 21 18540

3141C区 5 平打製 石 目然 面残 欠 損 部分 を再加 工 と71 116 49750
B区 5 平打製石

６５４〇一帥
主居 7 石鎌 砂岩 損 片面に自然面残

317 B区 5 する石器 砂岩久損 11 ０

一
２

３３〇
一卿

318 C区 5 を有する石器 砂岩 片面に自然面残 65 11
C区 5 を有する石器 砂岩 面に 自然面残 70 6388
C区 5 を有する石器 砂岩 節理面有 歯こばれ有 3515
C区 5 する石器 砂岩 部 自然面残 6000
C区 5 加工を有する石器 砂岩 片面 自然面残 13 11656

323 C区 5 Iを有する石器 砂岩 1片面 自然 面残 67 17 15500
324 C区 5 1器 砂岩     1両 面 自然面残

C区 5 至塑空■___世 聖空類 壁蓼が残る 4293
826 C区 5 打器 ホルンフェルス 片 面 自然 面 片 面 に丁軍 な加 工を施 す 45

C区 敲打器 ホルンフェル 敲打痕が顕著に残る 22063
B区一括 叩石 砂岩 端部利用 92 5894

区 5 叩石 砂岩 端部利用 19200
C区 5 叩石 礫岩 端都利 用 25000

３．

一
３ ２

C区 敲打器 砂岩 欠損 敲打が顕著 受熟 7250
A区 5 敲打器 凝灰岩 欠損 使用痕がわずかに残る 57 16884
B区 5 敲打器 砂岩 欠損 11 7 53 31064

334 C区 5 叩石 砂岩 風化が頭著 受熱 47 14740
335o堅 5 敲打器 砂岩 側縁 に敲打痕 65 16600
3361C区 5 磨石 砂岩 両面研磨 側縁に敲打痕 57 12000

B区 5 敲打器 砂岩 両面研磨 端部に自然面残 72 48200
区 5 敲打器 砂岩 側部の一部に弱い打痕有 71 33826

3391C区   1 5 打器 砂岩 風化顕著 受熱無 116 22646
3401C区   1 5 器 砂岩 風化顕者 受熱無 116 62 29892

坐 呼 上 聖 器 花 闘班岩 風化顕者 受熱無 127 82 87753
342 B区 一括 1 部映者な敲 打痕有 受熱 有 欠 損 47 24902
343

344

C区

C区

5

5

罫石 花 的班岩

罫石 花 南班岩

向山ともに丁軍に研磨されている 欠損

両面ともに丁寧に研磨されている 側縁に敲打痕 割面の縁も利用

51
137

73
70

38
70

15864

98500
345 5 砂岩 面ともに丁寧に研磨されている 側面の利用は弱い 170 50 120000
346 iC区 5 台石 砂岩 加 工痕 は認 められない 87 100500

庄居 1 高杯 杯・脚接合部 にぶい黄橙 ～2111程度の砂粒含む| 良
348 抱子1 椀        | デ ロ部縁 つまみ出し 1こ ぶい黄橙 デ 指押さえ イこぶい黄橙 6-50 8 52 3alat程 度の砂粒含む| 良

3491住居 1 壺 底部      |ナ デ 浅黄橙 デ イこぶい黄橙 ～2EII程度の砂粒含む | 良

3501住居 1 鉢           ミガキ 指押さえナデ 明黄褐 スス付着 ナデ ナ旨押さえ 明黄褐 02 53 i鉤 詞 良

主居 ユ 壺 月同～底部 タキ にぶい責橙      |ナ デ イこぶい責橙 良

352 主唇 1 磨石 砂岩 打痕・磨痕ともに顕著ではない 32250
3531住居 1 不 明鉄器      | 11
3541住居 2 甕 頸～胴部   |ハ ケ ナデ 灰黄褐 スス付着  |ハケ ナデ 灰黄掲 スス付着 ～3aJ程 度の砂粒含と 良
3551住居 2 甕 頸～胴部 _Jナ デ ミガキ にぶい褐 スス付着 |ナデ ミガキ 橙 スス付着 1～ 3凹程度の砂粒含む| 良
3561住居 2 砥石 砂岩     1両 面ともに丁寧に研磨されている 110000

住居 2 砥石 砂岩     I両 端に打痕有 12900
住居 2 不明石器 頁岩   1節理面有 51  1     35 110000

住居 2 不明鉄器     | 06  1     04
住居 2 不明鉄器 09

住居 3 こ 底部     |ハ ケ ミガキ 黄褐 スス付着  |ハケ ナデ 指押さえ 黄褐 ～3Eul程度 の秒含 む

363 住居 3 重 底部_____r｀ケミガ上鯉 至ス付着 |ハケナデ■押さえ明黄褐 ～3BIl程度の砂含む 良

住唇 3 菅玉 堤灰岩    1灰
住居 4 奏 口縁部    |ナ デ 橙           |ナ デ 橙 スス付着 3111程度の砂粒含む 良

住居4 甕 日縁部    |ナ デ 明褐 スス付着     |ハ ケ ナデ イこぶい褐 ～3alm程 度の砂粒含む 良

住居4 壷 日縁部 タキ 指押査え 明黄褐 スス付着 |ナデ 橙 ～3an程 度の砂粒含む 良

住居4 壺 男同～底部 デ 橙           |ナ デ 指押さえ 橙 31a程 度の砂粒含む 良

住居 4 壺 頸～胴部 タキ ナデ 橙 8BI程 度の砂粒含む 良

370 住居 4 石核 緑色岩 自然面残 打面調整なし

3上]J
372 1 罷 当 綿縄7-    社→ 48

~療引上3皿程留型粒引
一良

一５７００

3731住居4 叩石 砂岩 両端使用 敲打痕あり                    | 10084
叩石 砂岩 両端使用 12

81.出土遺物観察表⑤
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番号 |

|

土地点 1層 器種 (石材 )・ 部位 文様・調整・色調等 (外 ) 文様・調整・色調等(内 )
ｍ

，轟肺
乙略 1稔 T 菫

嚇
居 4 砥石 頁岩     1磨 痕が顕者である 4332

居 題石 頁戸
~~~嚇

b現あれなヤ 12850

登7卸 居4 1
翠

督石 凝灰岩    1半 分欠損 片面は平たくなるまで研磨されている        |
trT哭 秒碧    割れ都今 に講打雇が残る 鉄分付着            |

比
一‐３

60000

190000

879 居 4 126 220000

曽看 砂 井 残核 を禾ば用 139

打器 砂岩

打器 砂岩

痕が残る    ~~~~~― 一 一
―
 |

蕩 扇露――一一― 一

一

152
174

815 12

居 4 75 190000

居 4 打器 砂娼 罰れ部分に敲打痕が残る                 1 121 1173

扇 寸 打器 砂岩 吾」れ部分に敲打痕が残る   ~~          1  91 75 60 601 00

386 住居 4 1 玉 ガラス 話
~~~~~~~~~一 ―

―
―
― 可 瓦 5

3871住 居 4 小玉 ガラス   1青 欠損

圭頭鏃      I
０５
一嘗

―

一一一一一一3881住 居4 19 555

居4 子 1  52 13 34イ

居 4 鏃 十短瑣1 短剣は先端部分のみ                   t  写こ

3911住唇4 明鉄器 1 22 07 143

両方糀巖ごZT ジ,葉鏃 茎部欠損
~~~               

一

3000

3931住居 4 不明鉄器

1住居 5 胴 ―底部 スケ ナデ 浅黄 スス付着  ノヽケナデ 指押さえにぷヤ演 スス付着 ～311t程 度の砂粒含む 長

書 , □綴 娑瓜 十デ 搭 スス付着      |ナ デ イこぶい黄橙 ～ 81u程度 の砂粒含 む 良

396荏扇 寸 甕 口縁部 ケにぶい黄橙スス再署
~~レ

移〒正源下蚕覆 ～3El程度の砂粒含を 良

圭 日縁部～胴部 ガキ ナデ 橙 スス付看 ナデ イこぶい黄橙 スス付着  1  160 ～3m d程 度の砂粒含と 艮

甕 口縁部～胴部 ナデ 指押さえ 1こぶい黄橙 スス付着 デ 指押さえ とこぶい黄橙 スス付着 ～311u程 度の砂粒含と 艮

主居 6 甕 日縁部～胴部  |ハク ナデ 指押さえ 黄褐 スス付着 ナデ 指押さえ 1こぶい黄橙 スス付着 220

…

 |

良

戸辛6   1 奉 日縁部～胴都 |ハケ ミガキ ナデ 橙 スス付着 ケヽ ナデ 灰黄褐 スス付着 197 3mla程 度の砂粒含む| 艮

4011倖屠 6 底 都 タタキ ナデ 橙 スス付着 ナデ 指押さえ 1こ ぶい黄褐 スス付着 3D I程 度の砂粒含と 良

4021住膚丁
~「

底部 ガキ ナデ 指押さえ イこぶい黄橙 ナデ 指押さえ にぶい橙 スス付着 3dul程 度の砂粒合も 良

4031住居 6 壺 顕部 ガキ ナデ にぶい貢橙 ナデ にぶい黄橙 31u程度の砂粒含む 良

イギ屈ら 頸都 ＼ケ ナデ 浅黄橙 ケ ナデ イこぶい橙 3mI程 度の砂粒含む 艮

４ 〇

一 籠許■請評巻戸―綜升禦鶏暫鸞境鴛暮
ナデ にぶい褐
ハケ ナデ 指押さえ にぶい橙

1～ 3du程度の砂粒含む

1～ 3Щ程度の砂粒含む

良

一良

4071倖舟 6 重  底 音Б ケヽ ナデ ミガキ イこぶい橙 スス付着 ナデ 指押さえ にぶい橙 31 Bl程 度の砂粒含む 良

4081住居 6 壺 底部 ナデ 指押さえ イこぶい橙 ナデ 指押さえ 灰褐 48 3mal程 度の砂粒含む 艮

4091住居 6」
4101住居 6 1 繋粋―譜憲響緒 一ハク ナデ 指獅さえ 剥痕有 明赤樹 スス付着 |

語押さえ にぶfヽ赤褐 矛 付着
|

16
70

1～ 3dua程 度の砂粒含む

t～ 31u程度の砂粒含む

良

一良

住居 6 琶 底部       レヽケミガキナデ にぶい責橙 スス付酒指押さえ ナデ 褐灰 ～3剛程度の砂粒含む 良

2 住居6 爵杯 脚部    |ナデ 穿孔4にぶい橙 ナデ 指押さえ イこぶい橙 ～3mal程 度の砂粒含 tl

R剤蔀 すデ 1/3残 穿子L2にぶい橙 ナデ にぶい橙 ～3E I程 度の砂粒含も 艮

住居 6~ ~ 宛 ケ ナデ 橙 スス付着 ハケ ナデ 指押さえ イこぶい黄藩 スス付着 |
15 ～3硼程度の砂粒含も 良

415i咀 _」 砥石 頁岩 瑠義濡監舞子―一―――一――一― ■―謗一
1561

無引
住居6 1 礫 砂 岩

毀 咋型王上 _____一 ――■等―
一

‐６ ５

一
‐ ３

170
09

400000

126

19 住 居 6 不明鉄器 と7

不明鉄器 1  28 03

庄居 6 簸状鉄器 07 1 25

居 7 五 日縁部 ナデ イこぶい橙       |ナ デ 橙

4231住居7 壷 頸部

壺 頸部

1～ 3剛程度の砂粒含む

1～ 31Bl程 度の砂粧含む

艮

4241住居 7

主居 7 壺 頸部 ナデにぶい橙 スス付看

跳 銚妻―
―

―
426 主居 7 三 頸部 ナデ 頚部に突帯 浅黄橙

住 居 7 三 頸部 ケヽ ナデ 頸部に突帯 橙 ナデ イこぶい黄橙

ナデ イこぶい貢橙住居 7 三 頸部 ナデ 橙

倖 居 7 帝  頸 部 ナデ 橙 ナデ 灰黄褐 ～3剛程度の砂粒含む 良

住居7 惑  □糸夢菩瓜 ナデ 橙 ナデ 橙 ～381B程 度の砂粒含む 良

1碁 □綴 部 ナデ にぶい責緒 ケ ナデ 橙 ～3�程度の砂粒含と 良

1住居 7 甕 日縁部 |ナデ イこぶい橙 スス付着 ナデ イこぶい橙 ～3mme度 の砂粒含 良

43R I住 展 森 口庖k都 ナデ 橙 スス付着 ナデ イこぶい黄橙 ～31m程度の砂粒含 良

住居 甕 頸～胴部 膀

~絲

ナデ イこぶい貢橙 ～ 31」4程度の砂粒含 良

無J暑妻―トー
霊 底部

毛 底部

ミガキ ナデ にぶい橙

ハケ ミガキ ナデ 明黄褐 スス付着

にぶい橙

ハケ ナデ 指押さえ 褐灰 卜40~ 鯉
良

一良

住居 7 高杯 脚部    イナデ 橙 ナデ イこぶい褐 3Hldl程 度 の砂種 民

住居 7 ヤリガンナ
~~~ 1先

端部のみ 27 1 61

1仁居 7 精製浅鉢 日縁部 ミガキ 沈線 1こぶい黄橙 ミガキ 沈線 イこぶい貢橙 inll程 度 の υ 秘 宮 夏

440 住居 7 深鉢 頸部    |ナ デ 凹線 日音灰黄 ナデ 明東褐 呻

1住居 7 粗製深鉢 口縁部 ヨコナデ 突帯 沈線 黄橙 ナデ 沈線 橙 14ul程度の砂粒含む 良

431住居 7 買岩     1磨 石は一面のみ 23 3032

居 砂岩    十三辺を打ち欠く 57 10 3576

住居 8 低石 砂岩

雪製濃鉄 日縁部 |ぎ鶏 講
璧 型 型 塑

珠 ガ
=藤

〒 一 ―~~
105669

住居8 lDI l程 度 の砂柱 宮む 艮

件 居 8 害製 浅鉢 日縁 部 ミガキ 沈線 橙 勲 にぶぃ橙 lHul程 度の砂粒含む 良

481住居8 隻鉢 口縁部 ミガキ 沈線 イこぶい黄橙 ミガキ にぶい黄橙 lDul以 下の砂粒含 T」 良

住居 9 甕 日縁部     夕タキ ナデ イこぶい黄橙 スメ付着 ナデ イこぶい黄橙 1～ 3Hal程 度の砂粒含 艮

廠  | 甕 頸部     タタキ にぶい黄橙 スス付着 ナデ にぶい音椿      | 31wa桂 展

82.出土遺物観察表⑥
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番号 出土地芹 層 器種 (石材 )・ 部位 文様・調整・色調等 (外 ) 文様・調整・色調等 (内 )
最長 cm
(器 高 )

最幅 cm
(国・底径 )

最厚 cm
(胎上 )

重量 g

(焼成 )

住居9 鷺 頸吉L ハケ ナデ 指押さえ にボい黄 ナデ イこぶ い橙 3mm程度の砂粒含む 良

住 唇 9 屋 頸音Б ケヽ ナデ 褐 ナデ イこぶい褐 3mB程度の砂粒含む 良

住居 9 甕 男同
=[

ナデ 指押さえ 橙 スス付着 ナデ 明褐 3ma程度の砂粒含む 良

住居9 言旅 Лm蔀 ケヽ 穿子L構 ナデ 橙 ～511uI程 度の砂粒含む
４ ５ ５

一
住居9 ・it鉢 日縁部 ミガキ 沈線 にぶい貢橙 ミガキ 1こ ぶい責橙 lua以 下の砂粒含む 良

住居9 浅鉢 日縁部 ガキ 沈線 イこぶい黄橙 ミガキ 1こ ぶい黄褐 14Jl以 下の砂粒含む 良

住居 9 小礫 礫岩 若子の打痕有

458 住 居 9 小礫 凝灰岩 若干の打痕有 23

住 居 9 ヘラ状石器 頁岩 年面 目然 面 (一部研 磨 )両 面縁研 磨 29 10 3798
住居 9 礫器 ?砂 岩 lT欠痕を端部に確認 受熱 370 260000

4611住居 9 礫器 ?砂 岩 片面 自然面 扁平打製石斧の欠損品 140 25168
4621住居 9 磨石 礫岩 片面に顕著な磨痕有 受熱 11 7 40200

1王 ,舌 υ 台石 花 蘭班岩   1明確な研磨は確認できない 239 127 210000
催居 10 甕 口縁部     |ナ デ イこぶい黄 ハケ ナデ にぶい黄 ～SIul程 度の砂粒含も

住居 10 甕 日縁都    |ナデ 指押さえ にぶい黄 ナデ 若千工具痕有 1こぶい黄橙 31ul程 度の砂粒含む 良

住居 10 甕 頸部     |ナデ にぶい黄橙 ~ ナデ イこぶい黄橙 ～31ua程 度の砂粒含む 良

住居 10 甕 口縁部 ナデ イこぶい黄橙 ナデ イこぶい貢橙 31t I程度の砂粒含む 良

住居 10 壺 底部 ナデ 指押さえ イこぶい黄橙 ナデ 指押さえ 灰黄褐 ～381程度の砂粒含む 良

住居 10 高杯 脚部 ナデ 明褐 スス付着 ナデ イこぶい橙 スス付着 ～3d I程 度の砂粒含も 農

8区一括 勾玉 結晶片岩 (? 阪 ご 051
４７‐

一
４７２

住居 10 圭頭鏃       1先 端部欠損

住居 10 磨石 砂岩    十一部敲打痕と研磨痕を施す ~ 200000
区 5 使用痕剥片 安 山岩質 1風化が顕著 打面を残す 4000
区 5 打斧石包丁 頁岩 打面調整を丁寧に施す 研磨痕無 51 10573

C区 5 蒼裂石 斧 砂岩   1先 端部 のみ 一部 敲打痕 が残る 1500
476 C区 5 蓉製石斧 砂岩   1風化 磨痕一部残 欠損品 4395

3区 5 審製石斧 不明  1先 端部に顕著な研磨痕 久損品 敲打痕有 41 [60 4400
3区 5 低石 買岩     1磨 痕 一面と方側面の一部に施す 11 0 17 5235
C区 5 壷 頸言焉 皓付突帯 ヨコナデ 褐灰 スス付着 ナデ 灰黄褐 ～21mB程 度の砂粒含も 良

C区 5 君 口縁 部 デ 灰黄 ナデ 暗灰黄 ～2EII程 度の砂粒含も 良

3区 5 五 日縁部  __J上二 J手ぶい黄橙 ナデ にぶい黄橙 ～2mu程度の砂粒含と 長

3区 5 壺 (二重 日縁)口 縁部 1櫛描波 状 文 ナデ 糟 ナデ にぶい橙 ～21m程度の砂粒含と 良

C区 5 蓋(二重 口縁)頸 部 ナデ イこぶい黄橙 ナデ イこぶい貢橙 ワaml程度の砂粒含む 良

C区一播 壷 口縁言[ ナデ イこぶい褐 スス付着 ナデ イこぶい黄橙 2o4程度の砂粒含む| 良

3区 5 重 日縁部 ケヽ ナデ 橙 ナデ イこぶい橙 ～21 ol程 度の砂粒含と

3区 5 小型 丸底 千 日縁 郵 ヨコナデ 1こ ぶい橙 ヨコナデ イこぶい橙 llul以 下の砂粒 含 む

C区 5 卜型 丸底 豆 口縁 部 ハケ ナデ にぶ い橙 ケ ナデ にぶい黄橙 ～2剛程度の砂粒含と 良

C区 5 壷 口縁部 すデ イこぶい責橙 ナデ にぶい責橙 ～2mm程度の砂粒含と 良

C区 5 壺 日縁部 ナデ 橙 ナデ 橙 241t程 度の砂粒含を 良

C EXI 5 壺 日縁部 ケヽ ナデ 橙 スス付着 ナデ 橙 2mt程度の砂粒含と 良

Γ区 5 壺 口縁部     |ハ ケ すデ 黄褐 スス付着 ナデ 黄褐 2剛程度の砂粒含と

9区 5 霊石巖部   雰ケナデ正韓 ケヽ ナデ イこがい黄橙 ～2砿程度の砂粒含を 蔵

C区 5 三 日縁部 ハケ ナデ 貢褐 スス付着 ナデ 灰黄 21H程度の砂粒含む 良

C区 5 重 日縁部 ハケ ナデ 黄褐 ケヽ ナデ 明黄掲 ～2m程度 の砂粒 含 む 良

,区 5 三 日縁部 ハケ ナデ 橙 スス付着 ケヽ ナデ イこぶ い橙 ～2D8程度の砂粒含む 良

3じこ 5 重 回縁部 タタキ ナデ 指押さえ イこぶい黄括 ナデ 指押さえ 1こ ぶい黄橙 2mlt程 度の砂粒合も 良

497 1C区 5 壷 日縁部 ナデ イこボい黄橙 スス付着 ナデ にぶい黄橙 ～2DU4程 度の砂粒含む 良

498 C区 5 壺 口縁部 ナデ 責構 ナデ 明黄掲 ～2剛程度の砂粒合も

3区 5 重 口縁部 ナデ 橙 ナデ 橙 Hul以 下の砂粒含む 良

,区 5 三 日縁部 ナデ 指押さえ 沈線 明褐 スス付着 ナデ 指押さえ イこぶい橙 ～2d a程 度の砂粒含む 良

区 5 重 口縁部 デ 明褐 デ 灰 褐 DI以 下の砂粒含む 良

区一括 豆 頸部 ナデ 淡黄 ナデ 湾苦 ～21m程度の砂粒含む 良

区 5 重 淑 剖
'

ナデ イこぶい黄橙 ナデ イこぶい黄橙 ～2m程度の砂粒含む 長

区 5 詩 電▼R ひも状貼付突帯 ナデ 橙 ナデ イこぶい橙 ～2mm程度の砂粒含む

区 5 壼 頸部 ひも状貼付突帯 ナデ イこぶい黄橙 ナデ 指押さえ 明黄橙 ～2111程 度の砂粒含む 艮

区 5 壺 頸部 ひも状貼付突帯 ナデ イこぶい黄橙 ナデ 指押さえ にボい黄橙 ～3dm程度の砂粒含む 良

区 5 霊 月同吉F ケヽ ナデ 橙 ナテ イこぶ い貢 ～3砿程度の砂粒含む 良

区 5 (二重口縁)頸部～胴部 ケヽ ナデ 1こ ぶい橙 ナデ イこぶい黄 ～31d程度の砂粒含む 良

区 5 壺廻部   _翠≧立上塑全 ナデ にぶい橙 ～3u a程 度の砂粒含む

区 5 毎 日縁部     |ハ ケ ナデ イこぶい橙 スス付着 ナ デ ケ にぶい黄橙 ～3m程度の砂粒含む 良

表採 甕 日縁部 タキ ナデ イこぶ い貢橙 ナデ にぶい黄 ～3E m程 度の砂粒含も 良

C区 5 鉢 頸部～胴部 ナデ 黄橙 ナデ 明費褐 ～31m程度の砂粒含も 良

B区 5 高杯 杯・脚接合部 デ イこぶい橙 ナデ イこぶ い貢橙 ～2dua程 度の砂粒含も 良

C区 5 高杯 杯・脚接合部 デ にぶい黄橙 ナデ 指押さえ イこボい黄橙 ～5 aI程 度の砂粒含と 良

C区 5 冨杯 脚 部 デ イこぶい橙 ナデ イこぶい黄橙 ～21m程度の砂粒含を 良

C区 5 高杯 脚部 デ ハケ 浅責搭 ナデ イこぶい黄褐 ～2m程度の砂粒含と

C区 5 苛杯 脚部    |ナデ イこぶい黄橙 デ 橙 2D D程 度の砂粒含也 良

C区 5 苛杯 脚部    ミガキ 橙 ナデ イこぶい責搭 ～2E m程 度の砂粒含と 良

C区 5 手捏ね土器 ナデ 指押さえ 1こ ぶい黄橙 デ 指押さえ 灰黄褐 03 lII以下の砂粒含む 良

520 C区 5 高杯 脚部 ? デ 指押さえ にぶい黄橙 ナデ 指押さえ にぶい黄橙 1～ 51u程度の砂粒含む 良

521 C区 5

靱 ―引
デ 指押さえ にぶい黄橙

タキ ナデ イこぶい黄橙

ナデ 指押さえ イこぶい黄橙 1～ 51ul程 度の砂粒含も 良

一良5221C区 5 デ 指押さえ 浅黄橙 10 ～5a l程 度の砂粒含む

C区 5 壷 胴～底部    |ナ デ 橙 デ イこぶい橙 ～3剛程度の砂粒含と 良

524 C区 5 壷 胴～底部    ナデ 黄橙 デ イこぶい構 3D8程度の砂粒含と 良

525 C区 5 壺 胴～底部 ナデ 橙 ナデ 指押さえ にぶい責橙 ～3mm程度の砂粒含と 良

区 5 〒 胴～底部 デ ハケ ミガキ 1こぶい黄橙 スス付擢 デ 指押さえ にぶい責橙 ～31111程 度の砂粒含と 長

83.出土遺物観察表⑦
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番号 出土地点 1層 器種 (石材 )・ 部位 文様・調整・色調等 (外 ) 文様 ,調整・色調等 (内 )

最長 cm
(器高 )

最幅 cm
(口・底径 )

最厚 cm
(胎 土 ) 垂

伽
C区 5 壷 底都 ナデ ハケ 亨旨押さえ 明黄橙 戸ア 硝 守 ёえ 灰 貢 伺 ～31ua程度の砂粒含と

良一掛
528 区一括 こ 底部 ナデ 指押さえ 1こ ぶい黄橙 ナデ 指押さえ にぶい黄褐 31ud程度の砂粒含こ

529 C区 5 壷 胴 ～底 部 ケヽ ナデ 指押さえ 褐 ナデ ハケ 指押さえ 灰褐 ～311程 度の砂粒含通 長

C区 5 こ 胴～底部 ハケ ナデ 指押さえ 明褐 ナデ ハケ 指押さえ にぶい橙 ～5o ul程 度の砂粒含も 良

531 C区 5 驚 底部 ナデ 掲押 さえ 1こ ぶい橙 ナデ 指押さえ にぶい褐 ～3D a程度の砂粒含と 良

532 C区 5 謎 底部 ナデ にSい橙 ナデ 灰褐 ～5DYa程 度の砂粒含と 良

533

534

C区

C区

5

5 一一鞠一鞠
ナデ ハケ 指押さえ 橙
ハケ ナデ 明褐

ナデ キ旨押さえ 褐灰

ナデ ハケ 指押さえ にぶい橙

42
36

～8BI程 度の砂粒含と

～3mal程 度の砂粒含を

長

急

535 3区 5 霊 底部     |ハ ケ ナデ 橙 ナデ ハケ 指押さえ 橙 3m程度の砂粒含む 良

536 ε区 5 買恵器 杯 口縁蔀¬回転ナデ

~灰
白 回転ナデ 灰 白 精 良 良

ε区 恵器 杯 口縁～胴部 回転ナデ 灰 自 回転ナデ 灰 白 164 精 良 良

つ区 5 恵器  口縁部 回転ナデ 自然釉 灰 白 回転ナデ 自然釉 灰 精 良 良

539 C区 5 謎 甦 胴部 回転ナデ 灰 回転ナデ 自然釉 灰オリーブ 精 良 良

C区 5 t恵器 磁 日縁部 回転ナデ 灰 回転ナデ 自然釉 灰オツープ 精 良 良

C区一括 青磁椀 日縁部   1施釉 蓮弁 鯖巨泉窯 ) 施 釉 精 良 良

C区溝 2 腕   日縁部   1施釉 草花文 (黒徳鎮 ) 施釉 圏線 精 良 良

騨 皇 皿  _F縁部  十施釉 草花文 端反り 地 和 ズ 様 コヽ 明 精 良 やや不良

5441表標 皿 底部   1施 釉 草花文 砂 目 施釉 車花文 精 良 蔵

５４５

一
５４６

C区一括

C区一 括

皿   底 部 施釉 草花文 ?(淳州窯 ) 砂 目 施釉 草花文 ? 精 艮 艮

一良自磁人角小杯 口縁部 施釉 月巴前 施 THI 精 良

B区一括 古唐津椀 底部 施釉 高台 畳付 無THI 47 精 良 良

C区一括 皿   日縁部 施釉 月巴前 (嬉野 ) 施 釉 精 良 良

5491C区 5 椀 ?  月同言焉 施釉 月巴前 施 釉 精 良 良

5501C区 椀   口縁部 施釉 革花文 圏線 施 釉 精 良 良

じ匹
~石

椀 施和 草花文 ? 施 釉 精 良 良

552 表採 すり鉢 胴部 デ 灰 白 ナデ すり目 浅責 la ll以 下の砂粒含む 良

3区 5 土 錘 デ イこぶい黄 04・ 16 lEul以 下の砂粒含む 良

3区 5 土鍾 デ 浅黄 16・ 03 lIIul以 下の砂粒含む 良

555 土坑 8 壺 口縁部    |ナ デ イこぶい黄 ナデ イこぶい黄 laul以 下の砂粒含む 良

556 E区 5 高杯 杯・脚部結合部 |ナデ 褐 ナデ イこぶい褐 ～5mal程度の砂粒含む

557 C区 5 重 胴 ～底 部 デ 明責褐 ＼ケ ナデ 指押さえ 1こぶい黄橙 ～5m程度の砂粒含む 良

5581不明 壷 胴～底部 ケヽ ナデ イこぶい喬構 ケヽ ナデ 指押さえ にぶい黄褐 ～5Hl程 度の砂粒含む 良

不 明 審製石斧 砂岩 全面を丁寧に研磨する 先端部欠損 9 38600

不明 薬器 砂岩 片面 自然面 片縁歯つぶし調整 155 54436
5 叩石 千枚岩    1端 部打欠痕 10 1836
5 加工を有する石器 砂岩?風化の為、敲打、研磨調整不明 一部欠損

563 C区 5 加工を有する石器 頁岩 片面と一側 縁 の一部を研 磨 3700
564 B区 5 砥石 砂岩 両面に線状痕有 節理面、自然面有 25900

〕区 5 加工を有する石器 砂岩十円盤状 側縁の一部を研磨 51 55 9 3750
566 〕匝こ 5 石 錘 砂岩     十円盤状の礫の両端を浅く打ち欠く 71

区 5 石錘 頁岩 方向を打ち欠く 一部研磨 57 4 4250
1医 一 活 石錘 砂岩 両端打欠石錘 一部調整痕 63 9

569 C区 5 石錘 千枚岩 向端 打欠石鍾 7 8952
5701表採 石錘 砂岩 両端打欠石錘 両側縁 に調整痕 82 4 17000
571 C区 5 石錘 砂岩 両端打欠石錘 ユ 5059
5721C区 溝 2 石錘 砂岩 両端打欠石錘 両側縁 に調整痕 5165

区 5 石錘 緑色岩 両端打欠石 錘 9227
区 5 加工石製 品 軽灰岩 具痕あ有 受熱 354 550000

575 区 5 加工石製品 凝灰岩 1全体に粗い研磨を施す 356 81 440000

84.出土遺物観察表③
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4.2～ 4区の調査

2区の概要 (85)
上田下遺跡 2区～ 4区は、細長 く解析 された谷部にあたる。 2区から4区へ向かいその標高は低 く

な り、その差は約 20mに およぶ。台地上の 1区 との比高差は 2区で約 20m、 4区で 40mを測る。

谷は西から東に解析され、途中方向を大 きく変え南に下 り、五 ヶ瀬川の支流である伍領川に達する。

地区の人たちには、水が枯れることのない谷 として知 られている。水分を含んだ粘性の高い土が堆積

している低湿地帯で、ぬか り田と呼ばれる湿田での稲作が行われていた。平成 19(2008)年 3月 に確

認調査が行われ、 この谷からはチャー ト製剥片や砂岩製礫器等が出上 している。今回の調査では、谷

の最深部を 2区 とし東の谷の入 り口に向かい 3区、 4区 と設定 した。 2区 と4区では約 20mの比高

差がある。調査は低湿地帯における稲作の可能性を考慮 し行った。渇水期を考慮 して 1月 に着手 した

が、それでも常に水がある悪条件であ り、 また、例年以上の雨の多さに困難を極めた。排水溝を作 り、

常時、水中ポンプによる排水を行ったが、湧水 と折からの雨で地表が乾 くことがなく、面的な調査を

断念することとなった。そこで、 トレンチにより土層断面を確認 し、プラントオパール分析による稲

作の可能J隆 を探ることとした。

谷の最深部にあたる2区は、北西からと南西からの 2本の浅い谷が集まり、常に水が集 まる環境に

ある。南西の谷は総合運動公園造成時に一部が埋められている。 2区の東端には北から短い谷が入っ

ている。断面は水分を含んだ粘土 と砂質の互層 になってお り、極めて軟弱な地盤であった。崩落の危

険も高 く、安全面に配慮 した調査 となった。 2区では4箇所の トレンチを設定 した。各 トレンチにお

いて層序が大 きく異なり、基本層序 として抑えることは難 しく、各 トレンチごとにその概要を記す。

トレンチ 1は南西の谷 に設置 した。 2区では、 もっとも標高の低い位置にあたる。地表 より約

280cmで岩盤に到達する。地山である岩盤を成形 して水田面を広げているが、崩れやすかったようで

木杭を打ち、横木を渡 し護岸を行っている。護岸の痕跡は 1層 と2層の間と2層 と3層 の間に残って

いた。 トレンチ 1の層序 (89)は以下の通 りである。1層 は茶褐色粘質土、2層淡青灰色粘質土、3

層暗責灰褐色土 (や や硬 くしまる。岩砕混 じる。)、 4層淡青灰色粘質土 (シル ト質 )、 5層淡暗責灰

褐色岩砕粒 (粘性がある。やや硬 くしまる。)、 6層黒褐色粘質土 (有機質を多 く含む)、 7層淡責褐色

土 (岩砕粒に砂が混 じる)、 8層暗黄褐色粘質土 (岩砕粒混 じり。有機物が混 じる。)、 9層岩砕 (10～

30cm tt。 砂、粘上が混 じる。)。

トレンチ 2は北西の谷の奥に設置した。周囲の岩盤を削った り、崩れたりを繰 り返 したようで、岩

砕 と粘質上が混ざり幾重にも層を形成 している。1層岩砕、2層暗灰褐色粘質土、3層岩砕粒層 (0.3cm

～ 2cm大 )、 4層淡青灰色粘質土十岩砕 (2～ 5cm大 が主である。)、 5層暗茶灰tBJ色 粘質土 (岩砕粒

混 じる。)、 6層岩砕粒十青灰色粘質土 (有機物が混 じる。)、 7層暗青灰色粘質土 +粒状岩砕であった。

6層 と7層の層境から湧水が見 られる。

トレンチ 2の下段にトレンチ 3を設定 した。埋立による造成によって作 られた地形であ り、約 lm
が岩砕による埋上であった。

トレンチ 4は北から入 る短い谷に設定 した。地表から約 130cmで大 きな阿蘇溶結凝灰岩 (灰石)

が検出された。これは現代の水田耕作時に、耕作機械が沈まないように埋めたものであった。 1層灰

褐色色質土 (鉄斑が見 られる)、 2層灰褐色粘質土 (1層 より粘性が高い)、 3層暗灰褐色土、 4層淡

緑灰色粘質土 (5層 の粒子が混ざる)、 5層黄自色砂岩質岩盤 (粘性を帯び、非常に軟 らかい)。
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3区の概要 (86)
3区は東に向かっていた谷が、南にさらに東にと向きを変える変換点に位置する。南西方向から別

の谷を伝ってきた沢が、流れ込む地点でもある。 3区では 2箇所の トレンチを設定 した。確認調査で

チャー ト製剥片が出土 している地点である。

トレンチ 5は谷の変換点の横断面に設置 した。地表から約 lmで 60～ 100 c m数個の阿蘇溶結凝

灰岩 を検出した。 これも現代の耕作時に埋めたものと判断される。1層淡青灰褐色粘質土 (暗橙色鉄

斑混 じる)、 2層暗青灰褐色粘質土 (岩砕粒混 じる)、 3層暗灰色粘質上、 4層暗灰色粘質土 (粒状の

岩砕、炭化物が混 じる)、 5層暗灰褐色土 (粘性が高 く、有機物が多 く含 まれている)、 6層岩砕、7

層青灰色岩砕。4～ 5層 に阿蘇溶結凝灰岩が見 られる。

トレンチ 6はチャー ト製剥片が出上 してお り、また、水の量が比較的に少なく、面的に調査を行った。

1～ 3層 に少量の陶磁器片が出土 したが、近現代のものであった。非常に小さな土器片箸も見 られる

が、磨耗 しているたり時期等は不明である。 3区は 1区の台地の直下にあたり遺物等は上からの流れ

込みであると判断される。地表から約 120cmで岩盤に達する。

4区の概要 (87)
3区から東に下る谷は 1区の台地が大 きく南側に張 り出すのに合わせて、水田耕作が不可能なほど

細 くなり、4区 に入 り再 び広 くなる。谷はこの地点で大 きく南に蛇行する。3区は 1区の台地の南西

下で、4区は南東下に位置する。1区の東に入 る小さい谷から流れ出る湧水は、水が絶えることがな

いといわれている。確認調査で砂岩製礫器が出上 している。南側の丘陵斜面を利用 した標高約 40m
の水田地にトレンチ 7と 、谷の標高約 38mの水田地にトレンチ 8を設定 した。

トレンチ 7は丘陵を利用 し平坦面を作 り、水田耕作を行っていた地点にあたる。旧地形が多 く残 っ

ていると期待 したが地山である岩盤は急激に落ち込み、そのほとんどが造成による埋上であった。

トレンチ 8を設定 した水田では、確認調査で遺物が出上 していることから、表土を剥ぎ面的な調査

も行 ったが遺構 。遺物は出上 していない。 トレンチ調査でも現代の大規模な造成跡が伺え、確認調査

時の遺物は、1区等の近接する遺跡から流れ込んだ遺物 と判断される。 トレンチ 8の層序は以下の通

りである。1層暗掲色土、2層淡灰褐色粘質土 (旧耕作土 )、 3層灰褐色粘質土 (暗橙色の鉄斑が混 じる)、

4層暗灰褐色粘質土 (微量の鉄斑が混 じる)、 5層黒灰掲色粘質土 (微細な炭化物が混 じる)、 6層埋土

(約 150cm大の大 きな阿蘇溶結凝灰岩 と40cm大の粟石、小石、砂利、砂害 )、 6′ 層灰白色砂質土 (粘

土混 じりの砂層。有機物が混 じる)。

植物珪酸体分析結果 (88)
2～ 4区において、土中に長期間残留するイネ科由来の植物珪酸体を調査する事で、農耕有無 とそ

の利用状況を明らかにする為に植物珪酸体分析を行った。

試料は 2区 トレンチ 1か ら2層 。4層 。6層・ 7層、 トレンチ 2か ら4層・ 5層・ 6層 。7層、 ト

レンチ 4か ら1層 。2層・ 3層・ 4層、 3区 トレンチ 5か ら2層・ 3層・ 4層・ 5層、 4区 トレンチ

8か ら3層 。4層 。5層・ 6'層の各 4層位分の合計 20点 を採取 した。 観察の結果、 トレンチ 1

以外からはヨシ属 とネザサ節の植物珪酸体が検出され、加えて トレンチ 1の 2層 。4層、 トレンチ 4

の 1層・ 2層、 トレンチ 5の 2層・ 3層・ 4層、 トレンチ 8の 3層・ 4層・ 5層からは稲の葉身の機

動細胞に由来する植物珪酸体が検出された。また、稲の機動細胞が検出された試料からは、珪藻類 も

観察されている。それに対 し、イネの植物珪酸体の検出が無い試料からは珪藻類の検出も無かった。
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一般に、イネの植物珪酸体の検出密度が 5000粒 /gを超える場合、その地点で稲作が行われていた

とされるが、いずれの試料からもこの値を超す検出密度は認められなかった。しかし植物珪酸体の検

出密度 (含有量)は、稲作が行われた期間や栽培形式 (穂刈 り、株刈 り)に左右される。加えてイネ

の植物珪酸体の検出された試料で確認された珪藻類 (Surirella属 、Cymbella属、Pinnularia属 、

Stauroneis属 )は湖沼、水田で確認される種であり、 これは試料をサンプリングした地層が地表であ

った時期に冠水 していた状態があった事が考えられる。 したがってイネの植物珪酸体が検出された地

層において検出密度が少ないものの水田としての利用も考えられる為、稲作が行われていた可能性が

推察される。

小結

2区～ 4区で古代の稲作の可能性を探ったが、常に冠水 しているような状況での稲作が行われてい

たようで、現代の水田耕作の痕跡でさえ、プラン トオパール分析でも顕著に確認する事が出来なかっ

た。また、土層の堆積状況からも現代において大 きな改良の痕跡が伺え、古代水田址に該当する層 は

検出されなかった。以上のことから、当地における古代の水田耕作の可能性は極めて低いと判断される。

2区 3区 4区

トレンチ1 トレンチ2 トレンチ4 トレンチ5 トレンチ8

1 2 3 4 1 2 1 2 3 1 4 1 2 3

1 イネ 2

15

0

0

3

23

2

15

1

8

2

15

3

23

プラント・オパール総数

げラスビーズカウント数

3

300

2

300

0

300

0

300

C

30C

C

30C

4

300

3

300

0

300

3

300

2

300

1

300

2

300

3

300

3

300

(

30〔

上段 検出個数

中段 検出密度 (単位 ,X100個 /g)

植物珪酸体化石組成表

L=58800 L=63.200

89.上 田下遺跡 2～ 4区柱状図 (1/40)

L=47.400 L=38.000
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90.上 田下遺跡周辺航空写真 (昭和23年米軍撮影 )

91.発掘体験学習 92.土壕師い作業
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93.1号 集石遺橋 (北から) 94.2号集石遺構 (北から)

95.1号竪穴住居跡 (北から) 96.2号竪穴住居跡 (北から)

97.3号竪穴住居跡 (南から) 98,4号竪穴住居跡 (東から)
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藤 |

99.5号竪穴住居跡 (東 から)

鞠

1驚

100.6号堅穴住居跡 (東から)
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102.8号堅穴住居跡 (束 から)

106.2号土坑 (東から)

゛I‐
黎

姦‰

103.9号竪穴住居跡 (束から)
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104.10号竪穴住居跡 (西から)

107.3号土坑 (西から) 108.4号土坑 (西から)
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109.5号土坑 (北東から)

113.9号土坑 (西から)

112.8号土坑 (束から)
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133.出土遺物 (344～ 346)

135.出 土遺物 (356～ 363)

134.出土遺物 (347

鑽

Ｌ
Ｕ

や３５５，　
　
錢
　
魏畿
壽

Ⅷ鞠 赫 に

解∞軽鱒
137.出土遺物 (378～ 385)

136.出土遺物 (365～ 377)

鯵

轡 ぜ轟ノ伊攀越那
―
轟̈

榛騒 議

139.出土遺物 (403～ 417)

138.出土遺物 (394～ 402)

幹督麟 罐 零
彎竜
醒
鱒
筵

-93-

羅で監



驚
錢
項
報
一

141.出土遺物 (449～ 463)

嗚 欝 撃 鸞が 解 密雑を

彎 飴 絨 ▼轡 '簸

解 爾罐 鶉 壽 触

顧離静iけ
143.出土遺物 (479～ 512)

翁

瞥 夢
Ч

ぜ 露
∞

鰺

速要ミ欅習酔摯難

145.出土遺物 (536～ 554)

142.出土遺物 (464～ 478)

癬:υ鵞肇轟欝鱒観
簿韻鑽
鎧

イこ

警議簿縛・観
144.出土這物 (513～ 535)

'韓
鷺
尊,til'い娃∵

隷

繰 a妙

鞠 鞠

1鋭

8絹
に o

嬢
　
　
簿
　
陰

Ｂ
，

籍警 勢 に に
146.出土遺物 (555～ 573)

148.遺物出土状況(A区 Ⅵ層 :北から)147.出 土遺物 (574～ 575)

-94-



149.

上田下遺跡航空写真

(西側より)

150.

上田下遺跡 2区

航空写真
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Ⅲ.おわりに

今回の新最終処分場建設事業に伴 う埋蔵文化財調査では、台地上の 1区で縄文時代早期の集石遺構

2基、縄文時代晩期の上坑 2基、弥生時代後期～古墳時代前期の竪穴住居跡 10軒を検出した。また、

時期は不明であるが、溝状遺構、土坑、柱穴、焼土集中部をアカホヤ層上面で検出した。土坑の中には、

落 とし穴 と思われる機能を有す遺構が4例ある。底面に逆茂木痕 と思われる小柱穴が 3～ 4個 (4個

検出例は中央に2個並列する)並んで掘 られている。粗製深鉢土器及び精製浅鉢土器片が出上 した 9

号土坑以外は出土遺物がなく、時期特定はできない。

細長い谷部にあたる2区から4区では確認調査でチャー ト製の剥片や砂岩製の礫器が出上 したが、

本調査では例年以上の雨のために各区ともに面調査ではなくトレンチ調査を行った。調査の結果、土

器片が若千出上 したが、遺構の検出はなかった。磨耗 している土器片もあり、上部からの流れ込みの

可能性が強い。

遺物では、旧石器時代の石核や剥片、縄文時代早期及び後期・晩期の石器・土器が出土 した。弥生

時代後期～古墳時代前期では、壺・甕 。高杯 。打製石包丁 。管玉・鉄鏃・須恵器等が出上 している。

また、中 。近世では陶磁器が、時期は特定できないが上錘 。石錘箸も出上 している。

旧石器時代では、遺構の検出はなく、1-A区 以外では包含層からの出土遺物も少ない。竪穴住居

跡内からも旧石器時代所産の遺物が出土 している。一部 AT層下位まで掘 り下げたが、遺構 。遺物の

検出は無かった。蔵田遺跡や矢野原遺跡などの近接地域ではAT層 が確認され、さらにその下位の層

から遺物の出土例が増加 している。堆積状況から、周辺には良好な包蔵地が予想される。今後の開発

行為には十分注意する必要がある。

縄文時代早期では、各区とも削平が進み良好な遺物包含層の残存状態がよくなかった。その中で、

1-A区 の東側 とC区の西側で遺物包含層を確認 し、1-A区 では集石遺構を 2基検出している。内

1基では敷石が確認された。埋土中には焼けた礫も混 じることなどから、周辺にはまだ多 くの集石遺

構の存在が予想される。遺物の量は多 くはないが、押型文土器や貝殻円筒文土器、鍬形鏃、尖頭状石

器等が出上 した。前期や後期の遺構の検出はないが若干の遺物が晩期の包含層から出土 している。

縄文時代晩期では、1-C区 で削平を免れた西側でV層中より粗製深鉢土器を中心 として精製浅鉢

土器、扁平打製石介等が比較的まとまって出土 している。弥生時代から中 。近世の遺物も混 じってい

るが、1-C区 で出上 した縄文晩期の遺物量は、他の調査区に比べて圧倒的に多い。南に向かって緩

やかに傾斜するくば地的環境も影響 していると思われる。

当地域における弥生～古墳時代の堅穴住居跡の検出例は、 これまでの調査例に最近調査された延岡

～北方道路の調査事例を加えると50例を超える。そのほとんどは、一辺が 4～ 6mの規模であり、

今回初めて一辺 8mの住居跡を検出した。これまで、急傾斜地や尾根の端部などから検出した竪穴住

居跡の調査例から想定された当地域における集落のあり方を再考する上でも興味深い調査例 となった。

また、北方地区ではこれまで竪穴住居跡内からの鉄鏃や錐状鉄器等の出土例が少なく、貴重な調査

事例 となった。

中 。近世 と考えられる遺構では、溝状遺構があげられるが、各時代の遺物が混在 してお り特定は出

来ない。また、底面に砂状粒子の堆積が認められず、外の機能 (区画清)の可能性もある。周辺には

五輪塔などがあり、北東側には『かじやしき』の地名が残る場所がある。白磁八角小杯や青磁、肥前

系陶磁器等から15世紀中頃から16世紀後半、 17世紀以降の年代に属する集落の可能性がある。

遺物の量は多 くはないが、今後周辺の開発事業には十分注意する必要がある。

-97-



報 告 書 抄 録

上田下遺跡
延岡市文化財報告書

第44集

平成23年3月 31日

発行 延岡市教育委員会
T882-0811
宮崎県延岡市東本小路21

印用U安井株式会社
T889-0697
宮崎県東臼杵郡門川町大字加草2725番地

フリガナ カミタシタイセキ

書名 上田下遺跡

副書名 平成 21年度新最終処分場建設事業に伴う埋蔵文化財調査報告書

巻 次

シリーズ名 延岡市文化財報告書

シリーズ番号 第44集

編集者名 小野信彦

編集機関 延岡市教育委員会

所在地 宮崎県延岡市東本小路 2-1

発行年月日 平成 23年 3月 31日

フリガナ

所収遺跡名

フリガナ

所在地

コー ド
耳ヒ 漁串 東 経 調査期間

調査面積

(∬ )
調査原因

市町村 遺跡番号

カミタシタ

上田下遺跡

延岡市

北方町

笠下寅
2033 父

υ

32°

34'

53″

１

０

８

３

３

４

2009.8.27-
2010.3.31

12,100
新最終処分

場建設事業

に伴 う調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

上田下遺跡 包蔵地
旧石器・縄文時代

弥生 。古墳時代

集石遺構 2基
竪穴住居跡 10軒
土坑 9基

土器・石器

勾玉類・鉄器類

陶磁器等

一辺 8mの大型住居の

検出(1基 )

落し穴状遺構の検出
(4基 )

-98-




